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１．はじめに 

公益財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構（以下、本財団）は、子ども・子育て支

援新制度（以下、新制度）におけるキャリアアップ研修の指定研修団体として文部科学省よ

り認定されている組織である。 
本財団は、各都道府県にある私立幼稚園（学校教育法 1 条校）団体が中心となって実施し

ている教育研修や研究を一体化、組織化した公益法人として発足した。 
その業務として、都道府県の私立幼稚園団体で実施されている研修を整理し「保育者とし

ての資質向上研修俯瞰図(以下、研修俯瞰図)」（2006 年）を作成するとともに、これに連動

した「研修ハンドブック」（2008 年）を発行した。「研修俯瞰図」は、幼稚園教諭として初

任から主幹・園長に至るまでの研修構築の道標となっており、研修企画や設計において利用

されている。また、教諭個人においても「研修ハンドブック」の利用をとおして、分野ごと

の講習受講、園内研修、実践発表等の研修履歴を個人においても把握できる仕組を構築して

いる。 
2015 年には新制度に先駆けて、乳児から小学生への接続までの年齢発達や、保育の計画・

実践・評価、保護者との連携、家庭の支援、組織マネジメントに至るまで、幅広い研修を網

羅できるようにした。また「研修ハンドブック」も改訂を重ね、現時点で研修履歴情報の全

国での共有と客観性を確保できるものとした。 
この度、新制度において本財団内で実施している各研修が「キャリアアップ研修」に位置

付いたことにより、「研修俯瞰図」を文部科学省が示すキャリアアップ研修９分野（厚生労

働省が示すキャリアアップ研修で示す分野１「乳児の保育」を含めて）に再整理して表にま

とめて示すこととした。 
「研修俯瞰図」が教諭にとっての資質向上に資すると共に、キャリアアップ研修としても

有効に利用されることで、日本の幼児教育がさらによいものとなるように願う。 
 

２．組織概要 

名称 公益財団法人 全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 
 
設立 平成 18 年 3 月 20 日 

平成 25 年 4 月 1 日公益財団法人へ移行 
 
法人住所 〒102-0073 

東京都千代田区九段北 4-2-25 私学会館別館内 
TEL 03-3237-1957 FAX 03-3263-7038 

 
主務官庁 内閣府 
 
規模  
会員数 正会員 私立幼稚園・認定こども園 7,520 園（平成 30 年 12 月 5 日現在） 
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役員構成    理事長    1 名 
       副理事長  2 名  
       専務理事  1 名 
       理事   20 名 
       評議員    18 名 
       監事    2 名 
 
理事長（代表理事）  
  東 重満（北海道・美晴幼稚園／札幌国際大学人文学部） 
 
理事一覧 
理事       
理事長 東   重満 札幌国際大学人文学部心理学科特任教授 非常勤 
副理事長 宮下友美惠 静 岡・学校法人静岡豊田学園静岡豊田幼稚園長 非常勤 
副理事長 坂本  洋 岩 手・学校法人内丸学園理事長 非常勤 
専務理事 田中 雅道 京 都・学校法人光明学園光明幼稚園長 非常勤 
  秋田喜代美 東京大学大学院教育学研究科教授 非常勤 
  安達   譲 大 阪・学校法人ひじり学園理事長 非常勤 
  岩立 京子 東京学芸大学教育学部総合教育科学系教授 非常勤 
  内山  昭 和歌山・学校法人内山学園理事長 非常勤 
  大澤  力 東京家政大学子ども学部子ども支援学科教授 非常勤 
  大林   晃 北海道・学校法人光輪学園理事長 非常勤 
  岡   健 大妻女子大学家政学部児童学科教授 非常勤 
  香川    敬 山 口・学校法人敬陽学園理事長 非常勤 
  加藤 篤彦 東 京・学校法人武蔵野東学園理事 非常勤 
  黒田 秀樹 福 岡・学校法人黒田学園理事長 非常勤 
  小島 宮子 千 葉・学校法人野田小島学園岩木幼稚園長 非常勤 
  志内 正一 徳 島・学校法人北島学園理事長 非常勤 
  杉山 一夫 岐 阜・学校法人杉山第三学園理事長 非常勤 
  鈴木  寛 東京大学公共政策大学院教授 非常勤 
  鳥居 泰彦 元日本私立学校振興・共済事業団理事長 非常勤 
  箕輪 潤子 武蔵野大学教育学部こども発達学科准教授 非常勤 
監事      
  田中 圭子 東 京・成増幼稚園副園長 非常勤 
  境田 正樹 弁護士 非常勤 

    



― 5 ―

 事務局職員  常勤 4 名 
 基本財産  1 億円 
 

３. 設立目的 

 幼児期における子どもの豊かな育ちについて研究を深めるとともに幼児教育にかかわる

者を支援し、もって幼児教育の発展並びに家庭・地域における教育力の向上に寄与すること。 
 

４. 事業の内容 

①幼児教育にかかわる者の資質向上 
②幼児教育に関する調査及び研究 
③家庭・地域における幼児期の教育力の向上への支援・普及 
④幼児教育分野における国際交流等 
⑤その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

５. 組織図 

 
 
  

公益財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 組織図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理事長

事務局長

総務担当

研究研修委員会担当

調査広報委員会担当

国際交流担当

調査広報委員会

PTAしんぶん

小委員会

研究研修委員会

担当部会
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正会員数 正会員数

454 滋　賀 17

青　森 96 京　都 150

岩　手 75 兵　庫 228

宮　城 162 奈　良 43

秋　田 64 和歌山 37

山　形 82 412

福　島 136 鳥　取 27

茨　城 187 島　根 9

栃　木 184 岡　山 34

群　馬 117 広　島 205

埼　玉 522 山　口 124

千　葉 345 徳　島 10

新　潟 105 香　川 36

山　梨 57 愛　媛 93

792 高　知 28

586 福　岡 403

富　山 51 佐　賀 85

石　川 60 長　崎 117

福　井 31 熊　本 109

長　野 101 大　分 63

岐　阜 98 宮　崎 108

静　岡 233 鹿児島 145

愛　知 413 沖　縄 25

三　重 61 7,520

四
国

都道府県名

東
海
北
陸

東
北

関
東

東　　京

神 奈 川

北 海 道

都道府県名

合　計

九
州

近
畿

大　　阪

中
国

６．都道府県の研修組織 

全  国  11 ブロック 
正会員数  7,520 園（平成 30 年 12 月 5 日現在） 
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７．本財団が実施している研修（キャリアアップ研修対応） 

本財団の研修は大きく分けて３階層で実施している。 
１． 本財団が直轄する研修 

・幼児教育にかかわる先端的な情報提供、国の幼児教育の方向性を捉えて、地区ブロ

ックや都道府県私立幼稚園団体のリーダーの育成、各幼稚園での園内研修や研究の発

表と奨励、教員免許状更新講習 
２． 地区ブロックにおける研修 

・地区に包括される都道府県の教諭研修担当委員会同士の研修の平準化のための意見

交換、研究大会の実施、教員免許状更新講習 
３． 都道府県における研修 

・域内の保育者の研修実施（新規採用教諭から中堅教諭、主幹・園長研修、教員免許

状更新講習まで） 
  ・政令指定都市、中核市においても都道府県と連携し、独自に研修を実施 
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８．キャリアアップ研修 ９分野（文科省）からの俯瞰図（研修ハンドブック）の整理 

分野 1．教育・保育・理論 

俯瞰図項目 俯瞰図番号と主な内容 

教育要領の理解 
E1 幼稚園教育要領と 

   幼保連携型認定こども園教育・保育要領の理解 

人権 A4 人権：愛情深い保育 安心と安定 等 

発達の理解 C2 発達理論 等 

幼児教育の意義 D1  育ちの理解 自己肯定感の育成 等  

保育計画の立案 E3  環境を通した教育計画（含 未満児の保育計画）等 

実践の評価 
E7 実践と評価 評価の発信と PDCAサイクル 等 

B2  ECEQ公開保育 

幼児理解 B2 幼児理解 スケールの利用 等 

実践のための知識 E2 保育の形態 個と集団 教材研究 等 

自園の保育の理解 B5 自園の保育実践の理解 等 

自園の教育・保育課程 E1 自園の教育・保育課程 カリキュラムマネジメント 

歴史と思想 C1  歴史と思想 等 
 

分野 2．保育実践 

俯瞰図項目 俯瞰図番号と主な内容 

保育内容 B3 豊かな遊び 等 

環境の構成 E4 環境の構成 等 

発達に応じた対応 E5 寄り添う保育 指導、援助、支援の実践 等 

保育記録 
D2  記録の作成から利用、活用まで 等 

E6 記録の視点の理解と工夫 等 
   

分野 3．特別支援 

俯瞰図項目 俯瞰図番号と主な内容 

障害のある子どもの理解 A1  障害のある子どもの理解 等 

特別支援 D3  特別支援教育の理解と支援と実践 等 

計画の立案 E3  教育支援計画と個別の指導計画の作成 等 
   

分野 4．食育・アレルギー 

俯瞰図項目 俯瞰図番号と主な内容 

食育・アレルギー A2 食育・アレルギーの理解と対応 等 
   

分野 5．保健衛生・安全対策 

俯瞰図項目 俯瞰図番号と主な内容 

子どもの健康と安全 
A2 伝染性疾患の理解と対応 衛生管理全般 等 

A3 救急対応、安全管理 

自園の保育の理解 B5 災害対応、危機管理 等 
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分野 6．保護者の支援、子育ての支援 

俯瞰図項目 俯瞰図番号と主な内容 

子どもの人権 A4 虐待の対応と防止 等 

子育ての支援 F2 家庭との連携と支援 未就園児家庭支援 等 

社会資源 F3 関係機関との連携と活用 等  
   

分野 7．小学校との接続 

俯瞰図項目 俯瞰図番号と主な内容 

実践のための知識 E2 学習指導要領の理解 小学校との連携 等 

保護者・地域との連携 F1 小学校との交流 接続の理解と推進 等 
   

分野 8．マネジメント 

俯瞰図項目 俯瞰図番号と主な内容 

子どもの健康と安全 A3 リスクマネジメント 防災計画の立案 等 

職場における同僚性 B6 協働性の涵養 組織論 リーダーの育成 等 

育ちの理解（事例研究） D1  同僚性を活かしたチームでの学び 等 

子どもの育ちと記録のとり方 D2  園内研の理解と実践 等 

実践の評価 E7 同僚性の豊かな教員組織の醸成 等 
   

分野 9. 制度や政策の動向 

俯瞰図項目 俯瞰図番号と主な内容 

子どもの理解 A1 子どもの権利条約・共生社会の理解と推進 等 

日本の保育制度を知る C3 新制度 等 
   

分野 1. 乳児保育 保育士等（民間）に関するキャリアアップ（2･3号）関係 

俯瞰図項目 俯瞰図番号と主な内容 

子どもの人権 
A1 乳児の理解 等 

A2 子どもの権利条約 等 

発達理論 C2 乳児の発達 等    

乳児の育ちの理解と支援と記録 D2  乳児の保育 等  

※上記のように、厚生労働省のキャリアアップ研修分野 1 にも対応している。 
 
※以上の整理は一例として示したものである。 
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９．研修ハンドブックにおける研修履歴証明 

本財団では、保育者が自分の研修履歴を蓄積し、必要にして十分な研修を計画的に受け

ることで資質向上を図ることができるよう研修ハンドブック及び研修スタンプを発行して

いる。 
 

研修スタンプについて 
研修スタンプは、原則として全日本私立幼稚園連合会、（公財）全日本私立幼稚園幼児

教育研究機構、都道府県私立幼稚園団体(都道府県私立幼稚園団体が認めた、市・地区の私

立幼稚園団体を含む)等が主催する「保育者としての資質向上研修俯瞰図」に沿った研修会

において発行される。研修スタンプには以下①～⑥の項目が記載されている。 
 

①研修会名 
②研修会開催日  ③スタンプ登録番号 

   ④研修俯瞰図番号 ⑤研修時間数  
        ⑥主催団体名 

（公財）全日私幼研究機構 
 
・研修スタンプは、（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構指定のシールに印刷し、

研修会で配布する。  
・研修俯瞰図番号（A1, B2 など）は１講座につき 1 つ決める。 
・研修時間は 0.5 時間、１時間と 30 分単位で記す。 
・ECEQ 公開保育の参加者については、保育参観・分科会・全体会を一連の研修と位置付

け、一律６時間分(俯瞰図番号…B2)を発行する。  
・教員免許状更新講習については、研修スタンプは発行しない。但し、教員免許状更新講

習 30 時間を修了した証明として研修ハンドブックに、更新講習修了確認証明書のコピ

ーを添付する。 
 
参加者名簿及び研修スタンプ発行報告書 
・主催団体は研修会の参加者名簿を必ず保管する。 
・主催団体は年度末に参加者名簿と研修スタンプ発行報告書を本財団へ Excel データで送

信する。 
 
研修ハンドブックの使い方 
・研修ハンドブックの所有者は、配布された研修スタンプのシールを該当する俯瞰図番号

のページに貼って保管する。 
・研修スタンプが発行される研修も、それ以外の研修(園内研修を含む)も受講した順に研

修履歴一覧に記録する。 
・講師や ECEQ コーディネーター、幼児教育アドバイザーを招いて行う園内研修について

は、講師名、研修時間等を研修履歴一覧に記録する。 
・園長、施設長は、研修スタンプ及び研修履歴一覧に記録された内容を確認し、証明印を

押す。 
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１０．都道府県私立幼稚園団体事務局 

(公社)北海道私立幼稚園協会

　　青森県私立幼稚園連合会 

(一社)岩手県私立幼稚園・認定こども園連合会

(一社)宮城県私立幼稚園連合会

　　秋田県私立幼稚園・認定こども園連合会 

(公社)山形県私立幼稚園・認定こども園協会

(公社)福島県私立幼稚園・認定こども園連合会

(一社)茨城県私立幼稚園・認定こども園連合会

(一社)栃木県幼稚園連合会

(一社)群馬県私立幼稚園・認定こども園協会

(公社)全埼玉私立幼稚園連合会

(一社)全千葉県私立幼稚園連合会 

(一社)新潟県私立幼稚園・認定こども園協会

　　山梨県私立幼稚園連合会

    東京都私立幼稚園連合会 

(公社)神奈川県私立幼稚園連合会

    富山県私立幼稚園・認定こども園協会　 

(一社)石川県私立幼稚園協会

    福井県私立幼稚園・認定こども園協会　 

(一社)長野県私立幼稚園・認定こども園協会

(一社)岐阜県私立幼稚園連合会

    静岡県私立幼稚園協会   

(公社)愛知県私立幼稚園連盟

(一社)三重県私立幼稚園・認定こども園協会

    滋賀県私立幼稚園協会　 

(公社)京都府私立幼稚園連盟

(一社)兵庫県私立幼稚園協会

    奈良県私立幼稚園連合会 

(一社)和歌山県私立幼稚園協会

(一社)大阪府私立幼稚園連盟

    鳥取県私立幼稚園・認定こども園協会   

(一社)島根県私立幼稚園連合会

    岡山県私立幼稚園連盟　 

(公財)広島県私立幼稚園連盟

(公財)山口県私立幼稚園協会

    徳島県私立幼稚園・認定こども園協会　 

    香川県私立幼稚園連盟　 

(一財)愛媛県私立幼稚園協会

    高知県私立幼稚園連合会

(一社)福岡県私立幼稚園振興協会

(一社)佐賀県私立幼稚園・認定こども園連合会

    長崎県私立幼稚園連合会 

(一社)熊本県私立幼稚園連合会

    大分県私立幼稚園連合会 

    宮崎県幼稚園連合会 

(一社)鹿児島県私立幼稚園協会

    沖縄県私立幼稚園連合会  
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A
1
-
Ⅰ

　
子

ど
も

の
理

解
A

1
-
Ⅱ

　
子

ど
も

の
理

解
A

1
-
Ⅲ

　
子

ど
も

の
理

解
〈
多

様
な

子
ど

も
の

受
容

〉
〈
多

様
な

子
ど

も
の

受
容

〉
〈
多

様
な

子
ど

も
の

受
容

〉
○

家
庭

環
境

、
人

種
、

職
業

等
の

違
い

の
認

識
○

家
庭

環
境

、
人

種
、

職
業

等
の

違
い

の
理

解
○

家
庭

環
境

、
人

種
、

職
業

等
の

違
い

の
共

有
○

差
別

的
な

言
葉

・
表

現
の

理
解

〈
人

権
を

守
る

保
育

〉
〈
人

権
を

守
る

保
育

〉
〈
人

権
を

守
る

保
育

〉
○

子
ど

も
の

人
権

と
権

利
の

理
解

○
子

ど
も

の
人

権
と

権
利

の
共

有
○

人
権

教
育

論
の

理
解

と
共

有
○

性
差

/
個

体
差

の
認

識
と

共
有

○
子

ど
も

の
権

利
条

約
○

子
ど

も
の

人
権

と
権

利
の

擁
護

　
（
生

き
る

権
利

、
育

つ
権

利
、

守
ら

れ
る

権
利

、
参

加
す

る
権

利
）
の

理
解

○
少

年
法

/
児

童
福

祉
法

/
発

達
障

害
者

支
援

法
/
家

族
法

/
○

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
認

識
　

児
童

憲
章

等
の

理
解

と
共

有
○

子
ど

も
の

権
利

条
約

　
（
生

き
る

権
利

、
育

つ
権

利
、

守
ら

れ
る

権
利

、
　

参
加

す
る

権
利

）
の

理
解

と
共

有
○

ﾊ
ﾗ
ｽ
ﾒ
ﾝ

ﾄ･
ｼ

ﾞｪ
ﾝ

ﾀ
ﾞｰ

･ﾏ
ｲ
ﾉ
ﾘﾃ

ｨ・
共

生
社

会
・
合

理
的

配
慮

の
共

有
〈
支

援
を

要
す

る
保

育
〉

〈
支

援
を

要
す

る
保

育
〉

〈
支

援
を

要
す

る
保

育
〉

○
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

・
特

別
支

援
教

育
の

理
解

○
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

・
特

別
支

援
教

育
の

共
有

○
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

・
特

別
支

援
教

育
の

体
制

構
築

A
2
-
Ⅰ

　
健

康
的

な
園

生
活

A
2
-
Ⅱ

　
健

康
的

な
園

生
活

A
2
-
Ⅲ

　
健

康
的

な
園

生
活

○
視

診
・
触

診
○

食
育

（
栄

養
管

理
）

○
食

環
境

○
家

庭
と

の
連

絡
（
既

往
症

と
持

病
、

ｱ
ﾚ
ﾙ

ｷ
ﾞｰ

の
把

握
・
対

応
・
配

慮
）

○
食

品
衛

生
○

栄
養

指
導

と
支

援
（
家

庭
向

け
）

○
心

理
面

の
ケ

ア
/
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

○
園

医
等

と
の

連
携

○
伝

染
病

へ
の

対
応

○
身

体
測

定
、

健
康

記
録

○
保

護
者

へ
の

健
康

（
保

健
だ

よ
り

も
含

む
）
・
栄

養
指

導
と

支
援

○
施

設
の

衛
生

管
理

○
健

康
衛

生
指

導
○

家
庭

へ
の

生
活

習
慣

指
導

と
支

援
○

薬
品

管
理

○
生

活
習

慣
指

導
○

与
薬

（
薬

機
法

）
○

子
ど

も
の

生
活

環
境

に
対

す
る

分
析

と
提

言
○

健
康

診
断

○
エ

ピ
ペ

ン
等

へ
の

対
応

○
与

薬
（
薬

機
法

）
○

与
薬

（
薬

機
法

）
○

園
医

・
園

歯
科

医
・
医

療
機

関
と

の
連

携
○

就
寝

管
理

/
呼

吸
確

認
（
定

時
・
S
ID

S
対

応
）

○
愛

着
（
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト
）
理

論
○

救
急

法
（
ケ

ガ
の

対
応

・
心

肺
蘇

生
法

・
Ａ

Ｅ
Ｄ

等
）

○
エ

ピ
ペ

ン
等

へ
の

対
応

A
3
-
Ⅰ

　
安

全
な

園
生

活
A

3
-
Ⅱ

　
安

全
な

園
生

活
A

3
-
Ⅲ

　
安

全
な

園
生

活
○

救
急

法
（
ケ

ガ
、

心
肺

蘇
生

法
・
Ａ

Ｅ
Ｄ

、
誤

飲
・
誤

食
等

）
○

小
児

保
健

（
疾

病
含

む
）
、

校
医

と
の

連
携

○
健

康
管

理
○

安
全

指
導

、
安

全
管

理
○

災
害

管
理

、
安

全
確

認
（
遊

具
施

設
、

園
内

環
境

）
○

責
任

者
論

○
積

極
的

な
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
の

活
用

○
後

輩
へ

の
安

全
指

導
○

リ
ス

ク
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

○
自

園
の

安
全

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

理
解

と
確

認
○

リ
ス

ク
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

○
危

機
管

理
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

○
災

害
・
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
危

険
予

知
・
予

防
○

危
機

管
理

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
　

－
防

災
計

画
・
訓

練
（
マ

ニ
ュ

ア
ル

）
の

企
画

・
立

案
・
作

成
・
実

施
　

（
遊

具
・
園

庭
環

境
・
園

外
保

育
・
有

害
動

植
物

等
）

　
－

防
災

計
画

・
訓

練
（
マ

ニ
ュ

ア
ル

）
の

検
証

○
重

大
事

故
・
事

件
の

報
告

・
公

表
○

侵
入

者
防

御
/
対

応

A
4
-
Ⅰ

　
愛

情
深

い
保

育
A

4
-
Ⅱ

　
愛

情
深

い
保

育
A

4
-
Ⅲ

　
愛

情
深

い
保

育
○

心
の

教
育

・
保

育
、

心
・
情

動
に

向
き

合
っ

た
保

育
○

心
の

教
育

・
保

育
、

心
・
情

動
に

向
き

合
っ

た
保

育
○

愛
・
感

謝
・
希

望
を

育
む

保
育

○
人

間
観

・
子

ど
も

観
○

人
間

観
・
子

ど
も

観
○

宗
教

性
を

基
盤

に
置

い
た

保
育

○
愛

さ
れ

て
い

る
と

感
じ

ら
れ

る
保

育
○

宗
教

保
育

（
仏

教
保

育
、

神
社

保
育

、
キ

リ
ス

ト
教

保
育

等
）

○
安

心
・
安

全
を

感
じ

ら
れ

る
保

育
○

愛
・
感

謝
・
希

望
を

育
む

保
育

○
自

己
肯

定
感

・
自

尊
感

情
の

醸
成

○
愛

着
形

成
（
家

庭
・
地

域
社

会
と

共
有

）

○
虐

待
・
Ｄ

Ｖ
防

止

B
1
-
Ⅰ

　
人

間
性

を
磨

く
B

1
-
Ⅱ

　
人

間
性

を
磨

く
B

1
-
Ⅲ

　
人

間
性

を
磨

く
〈
視

野
の

拡
大

〉
〈
視

野
の

拡
大

〉
〈
視

野
の

拡
大

〉
○

感
性

を
磨

く
（
芸

術
や

美
術

に
触

れ
る

）
○

異
業

種
体

験
○

海
外

研
修

○
社

会
的

活
動

（
地

域
活

動
へ

の
参

加
な

ど
）

○
他

園
実

習
研

修
○

自
ら

へ
の

投
資

を
意

識
づ

け
る

○
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
○

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

の
重

要
性

を
理

解
す

る
○

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
理

解
し

、
提

案
す

る
○

積
極

的
に

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

す
る

B
2
-
Ⅰ

　
子

ど
も

の
理

解
B

2
-
Ⅱ

　
子

ど
も

の
理

解
B

2
-
Ⅲ

　
子

ど
も

の
理

解
〈
育

ち
の

理
解

〉
〈
育

ち
の

理
解

〉
〈
育

ち
の

理
解

〉
○

幼
児

期
の

発
達

理
解

○
乳

児
期

と
児

童
期

の
理

解
○

青
年

期
（
生

涯
）
の

理
解

/
生

涯
発

達
心

理
の

理
解

〈
子

ど
も

理
解

〉
〈
子

ど
も

理
解

〉
〈
子

ど
も

理
解

〉
○

多
様

な
理

解
が

あ
る

こ
と

を
知

る
○

多
様

な
理

解
を

す
る

○
多

様
な

理
解

を
提

案
し

、
そ

の
人

ら
し

さ
を

引
き

出
す

〈
子

ど
も

を
評

価
す

る
様

々
な

技
能

や
客

観
化

す
る

手
法

（
評

価
の

ｽ
ｹ

ｰ
ﾙ

等
）
の

研
修

〉
〈
子

ど
も

を
評

価
す

る
様

々
な

技
能

や
客

観
化

す
る

手
法

（
評

価
の

ｽ
ｹ

ｰ
ﾙ

等
）
の

研
修

〉
〈
子

ど
も

を
評

価
す

る
様

々
な

技
能

や
客

観
化

す
る

手
法

（
評

価
の

ｽ
ｹ

ｰ
ﾙ

等
）
の

研
修

〉

○
評

価
方

法
を

知
る

○
評

価
を

使
い

こ
な

す
○

評
価

方
法

を
考

案
す

る
〈
公

開
保

育
〉

〈
公

開
保

育
〉

〈
公

開
保

育
〉

○
自

園
で

他
の

保
育

者
の

保
育

を
見

る
○

自
園

で
自

分
の

保
育

を
見

て
も

ら
い

意
見

を
も

ら
う

○
自

園
で

互
い

の
保

育
を

見
合

い
、

園
全

体
で

共
有

す
る

○
他

園
の

公
開

保
育

に
参

加
し

自
園

と
の

違
い

を
感

じ
る

○
他

園
の

公
開

保
育

に
参

加
し

自
園

の
良

さ
と

課
題

を
理

解
す

る
○

自
園

の
保

育
を

他
園

に
公

開
す

る
○

他
園

の
公

開
保

育
に

参
加

し
自

園
と

他
園

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト
す

る
〈
エ

ピ
ソ

ー
ド

の
記

述
〉

〈
エ

ピ
ソ

ー
ド

の
記

述
〉

〈
エ

ピ
ソ

ー
ド

の
記

述
〉

○
語

り
合

い
な

が
ら

、
育

ち
や

学
び

を
共

有
す

る
こ

と
を

知
る

○
語

り
合

っ
た

り
、

記
述

し
た

り
す

る
こ

と
を

理
解

す
る

○
エ

ピ
ソ

ー
ド

か
ら

の
多

様
な

読
み

取
り

を
提

案
す

る

B
3
-
Ⅰ

　
豊

か
な

遊
び

B
3
-
Ⅱ

　
豊

か
な

遊
び

B
3
-
Ⅲ

　
豊

か
な

遊
び

〈
ア

ウ
ト
ド

ア
体

験
〉

〈
ア

ウ
ト
ド

ア
体

験
〉

〈
ア

ウ
ト
ド

ア
体

験
〉

○
自

然
と

触
れ

合
い

遊
び

方
を

知
る

○
遊

び
を

工
夫

す
る

○
遊

び
を

創
り

だ
し

提
案

す
る

〈
プ

レ
イ

パ
ー

ク
、

遊
び

場
研

修
〉

〈
プ

レ
イ

パ
ー

ク
、

遊
び

場
研

修
〉

〈
プ

レ
イ

パ
ー

ク
、

遊
び

場
研

修
〉

○
魅

力
的

な
遊

び
場

を
体

験
す

る
○

遊
び

場
を

創
造

す
る

（
園

内
）

○
遊

び
場

を
再

生
す

る
（
地

域
）

〈
生

き
物

と
触

れ
合

う
(命

と
触

れ
合

う
)体

験
、

自
給

自
足

体
験

〉
〈
生

き
物

と
触

れ
合

う
（
命

と
触

れ
合

う
）
体

験
、

自
給

自
足

体
験

〉
〈
生

き
物

と
触

れ
合

う
（
命

と
触

れ
合

う
）
体

験
、

自
給

自
足

体
験

〉
○

生
き

物
と

触
れ

合
い

、
育

て
方

を
知

る
○

生
き

物
の

知
識

な
ど

を
増

や
す

○
生

き
物

を
生

活
に

取
り

込
む

〈
自

分
の

得
意

分
野

を
持

ち
、

保
育

に
生

か
す

〉
〈
自

分
の

得
意

分
野

を
持

ち
、

保
育

に
生

か
す

〉
〈
自

分
の

得
意

分
野

を
持

ち
、

保
育

に
生

か
す

〉
　

絵
画

・
造

形
・
音

楽
・
運

動
等

の
分

野
と

そ
れ

以
外

の
分

野
　

絵
画

・
造

形
・
音

楽
・
運

動
等

の
分

野
と

そ
れ

以
外

の
分

野
　

絵
画

・
造

形
・
音

楽
・
運

動
等

の
分

野
と

そ
れ

以
外

の
分

野
○

得
意

分
野

を
知

る
○

得
意

分
野

を
磨

く
○

個
の

得
意

分
野

を
園

全
体

の
保

育
に

生
か

す

B
4
-
Ⅰ

　
社

会
人

と
し

て
の

自
覚

B
4
-
Ⅱ

　
社

会
人

と
し

て
の

自
覚

B
4
-
Ⅲ

　
社

会
人

と
し

て
の

自
覚

〈
社

会
人

と
し

て
の

姿
〉

〈
社

会
人

と
し

て
の

姿
〉

〈
社

会
人

と
し

て
の

姿
〉

○
社

会
人

と
し

て
の

モ
ラ

ル
、

ル
ー

ル
、

マ
ナ

ー
を

知
る

○
積

極
的

に
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
理

解
す

る
○

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

モ
ラ

ル
、

ル
ー

ル
、

マ
ナ

ー
を

知
る

○
自

分
の

仕
事

を
理

解
し

、
慣

れ
る

○
組

織
の

一
員

と
し

て
期

待
さ

れ
る

役
割

を
意

識
す

る
○

保
育

者
と

し
て

の
あ

り
方

を
具

体
的

に
自

ら
が

示
す

○
組

織
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
持

つ
○

自
分

の
仕

事
の

目
的

・
役

割
を

認
識

す
る

○
組

織
の

活
性

化
を

図
る

○
ク

ラ
ス

担
任

の
仕

事
を

理
解

す
る

○
学

年
と

し
て

の
見

通
し

を
持

つ
○

仕
事

の
目

的
・
目

標
を

明
確

化
す

る
○

仕
事

の
効

率
化

を
図

る

B
5
-
Ⅰ

　
自

園
の

保
育

の
理

解
と

実
践

B
5
-
Ⅱ

　
自

園
の

保
育

の
理

解
と

実
践

B
5
-
Ⅲ

　
自

園
の

保
育

の
理

解
と

実
践

〈
自

園
理

解
（
建

学
の

精
神

・
園

と
し

て
の

持
ち

味
）
〉

〈
自

園
理

解
（
建

学
の

精
神

・
園

と
し

て
の

持
ち

味
）
〉

〈
自

園
理

解
（
建

学
の

精
神

・
園

と
し

て
の

持
ち

味
）
〉

○
自

園
の

教
育

・
保

育
理

念
を

理
解

す
る

○
自

園
の

教
育

・
保

育
理

念
の

特
長

を
理

解
す

る
○

自
園

の
教

育
・
保

育
理

念
の

特
長

を
継

承
し

課
題

を
改

善
す

る
○

自
園

の
教

育
課

程
を

理
解

す
る

○
教

育
課

程
を

編
成

す
る

○
自

園
の

教
育

・
保

育
理

念
を

編
成

し
明

文
化

す
る

○
教

育
課

程
を

見
直

し
再

編
す

る
○

自
然

環
境

・
遊

び
場

マ
ッ

プ
を

つ
く

る
○

子
育

て
講

座
を

実
践

す
る

〈
日

常
の

保
育

の
点

検
〉

〈
日

常
の

保
育

の
点

検
〉

〈
日

常
の

保
育

の
点

検
〉

○
保

育
の

ね
ら

い
を

理
解

し
意

識
す

る
○

保
育

の
ね

ら
い

を
点

検
し

見
直

す
○

意
見

を
集

約
し

再
構

成
す

る
○

園
の

ル
ー

ル
を

知
り

、
理

解
す

る
○

園
の

ル
ー

ル
を

検
証

し
見

直
す

○
保

育
の

目
的

や
ル

ー
ル

の
意

義
を

評
価

し
見

直
し

を
投

げ
か

け
る

〈
行

事
〉

〈
行

事
〉

〈
行

事
〉

○
行

事
の

意
義

を
知

る
○

行
事

を
点

検
・
検

証
し

見
直

す
○

意
見

を
集

約
・
検

証
し

再
構

成
す

る

B
6
-
Ⅰ

　
同

僚
性

を
高

め
る

B
6
-
Ⅱ

　
同

僚
性

を
磨

く
B

6
-
Ⅲ

　
同

僚
性

を
磨

く
〈
人

間
関

係
力

〉
〈
人

間
関

係
力

〉
〈
人

間
関

係
力

〉
○

尋
ね

、
相

談
す

る
○

指
導

、
助

言
が

相
手

の
立

場
に

立
っ

て
で

き
る

○
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

運
営

す
る

○
積

極
的

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
○

リ
ー

ダ
ー

の
役

割
を

学
ぶ

○
次

代
の

リ
ー

ダ
ー

を
育

て
る

○
メ

ン
タ

ー
（
助

言
者

）
等

に
協

力
を

求
め

る
○

メ
ン

タ
ー

を
指

名
す

る
○

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

参
加

す
る

○
メ

ン
タ

ー
の

役
割

を
担

う

C
1
-
Ⅰ

歴
史

と
思

想
C

1
-
Ⅱ

　
歴

史
と

思
想

C
1
-
Ⅲ

　
歴

史
と

思
想

○
現

代
社

会
に

お
け

る
子

ど
も

の
問

題
○

社
会

変
化

と
子

ど
も

の
状

況
○

現
代

の
保

育
制

度
と

保
育

理
念

○
現

代
の

教
育

･保
育

施
設

の
誕

生
と

理
念

　
－

保
育

思
想

の
芽

生
え

○
多

層
化

す
る

保
育

ニ
ー

ズ
○

保
育

制
度

や
乳

幼
児

期
養

育
施

設
の

変
遷

○
ヘ

ッ
ド

ス
タ

ー
ト
計

画

C
2
-
Ⅰ

　
発

達
理

論
C

2
-
Ⅱ

　
発

達
理

論
C

2
-
Ⅲ

　
発

達
理

論
〈
発

達
に

即
し

た
保

育
〉

〈
発

達
に

即
し

た
保

育
〉

〈
発

達
に

即
し

た
保

育
〉

○
保

育
か

ら
見

取
る

身
体

的
･知

的
発

達
○

応
答

的
に

環
境

に
か

か
わ

る
こ

と
の

意
味

○
応

答
的

な
人

的
環

境
と

は
○

保
育

を
通

し
て

見
る

発
達

段
階

と
保

育
課

題
○

自
我

の
発

達
と

家
族

関
係

の
心

理
○

保
育

者
の

心
理

 
　

－
愛

着
の

形
成

と
ホ

ス
ピ

タ
リ

ズ
ム

－
○

現
代

の
社

会
環

境
で

の
発

達
の

課
題

○
子

ど
も

の
姿

と
発

達
理

論
上

の
相

違
の

理
解

〈
発

達
の

基
礎

理
論

〉
〈
発

達
の

基
礎

理
論

〉
〈
発

達
の

基
礎

理
論

〉
○

幼
児

期
の

育
ち

○
乳

児
期

か
ら

児
童

期
の

育
ち

○
生

涯
発

達
の

視
点

　
身

体
の

育
ち

、
情

動
の

育
ち

、
言

葉
の

育
ち

、
知

的
な

育
ち

、
友

達
関

係
の

育
ち

　
社

会
性

の
育

ち
、

道
徳

性
の

育
ち

、
認

知
機

能
の

育
ち

、
自

我
･性

格
の

育
ち

　
主

要
な

発
達

論
の

理
解

と
乳

児
期

、
幼

児
期

、
児

童
・
青

年
期

の
連

続
性

と
　

そ
の

規
定

要
因

の
理

解

C
3
-
Ⅰ

　
制

度
の

理
解

C
3
-
Ⅱ

　
制

度
の

理
解

C
3
-
Ⅲ

　
制

度
の

理
解

〈
保

育
の

歴
史

〉
〈
保

育
の

歴
史

〉
〈
保

育
の

歴
史

〉
○

我
が

国
の

保
育

施
策

と
保

育
施

設
○

保
育

制
度

の
歴

史
と

自
園

の
設

立
の

経
緯

○
創

生
期

の
幼

児
教

育
施

設
と

そ
の

思
想

的
リ

ー
ダ

ー
　

－
社

会
の

変
容

と
保

育
施

策
 

○
社

会
情

勢
の

変
化

に
伴

う
教

育
施

設
の

変
遷

と
多

様
化

  
－

子
育

て
・
保

育
に

関
す

る
報

道
か

ら
見

え
る

考
え

方
　

－
幼

稚
園

･保
育

所
の

成
り

立
ち

　
－

ベ
ビ

ー
ホ

テ
ル

等
の

保
育

環
境

〈
教

育
･保

育
制

度
〉

〈
教

育
･保

育
制

度
〉

〈
教

育
･保

育
制

度
〉

○
幼

稚
園

･保
育

所
･こ

ど
も

園
・
認

可
外

保
育

施
設

の
違

い
○

自
園

を
取

り
巻

く
環

境
と

保
育

制
度

の
関

係
○

保
育

制
度

の
多

様
化

が
生

む
教

育
･保

育
観

の
違

い
○

学
校

と
児

童
福

祉
施

設
の

違
い

　
－

労
働

環
境

・
家

庭
環

境
と

開
園

時
間

な
ど

　
－

幼
稚

園
･保

育
所

の
歴

史
的

経
緯

　
－

家
庭

を
補

完
し

、
発

達
を

援
助

す
る

○
少

子
化

時
代

の
乳

幼
児

教
育

施
設

  
－

児
童

中
心

主
義

と
教

師
（
大

人
）
中

心
主

義
　

－
幼

児
を

保
護

し
、

家
族

を
支

援
す

る
　

－
エ

ン
ゼ

ル
プ

ラ
ン

・
次

世
代

育
成

支
援

法
、

子
ど

も
・
子

育
て

支
援

法
な

ど
の

  
－

経
験

主
義

的
学

力
観

と
系

統
主

義
的

学
力

観
　

政
策

と
そ

の
意

味
○

平
成

元
年

の
幼

稚
園

教
育

要
領

改
訂

の
意

義
○

発
達

・
保

育
履

歴
の

継
続

な
ど

制
度

上
の

問
題

点
○

現
代

的
課

題
と

保
育

者
・
保

育
団

体
の

役
割

社
会

人
と

し
て

の
役

割

自
園

の
保

育
の

理
解

と
実

践

職
場

に
お

け
る

同
僚

性

日
本

の
保

育
制

度
を

知
る保

育
の

歴
史

や
思

想
を

知
る

保
育

を
支

え
る

発
達

の
理

論
を

知
る

子
ど

も
の

人
権

愛
さ

れ
て

い
る

と
感

じ
ら

れ
る

保
育

人
間

性
豊

か
な

保
育

者

遊
び

の
専

門
性

子
ど

も
の

健
康

と
安

全
(健

康
的

な
園

生
活

）

子
ど

も
の

健
康

と
安

全
(安

全
な

園
生

活
）

○
ジ

ョ
ン

・
ロ

ッ
ク

、
ル

ソ
ー

、
ペ

ス
タ

ロ
ッ

チ
、

フ
レ

ー
ベ

ル
、

デ
ュ

ー
イ

、
エ

レ
ン

・
ケ

イ
、

モ
ン

テ
ッ

ソ
ー

リ
、

ニ
ー

ル
、

シ
ュ

タ
イ

ナ
ー

、
マ

ラ
グ

ッ
テ

ィ
　

な
ど

○
オ

ー
ベ

ル
ラ

ン
の

幼
児

保
護

所
、

オ
ー

エ
ン

の
幼

児
学

校
、

フ
レ

ー
ベ

ル
の

キ
ン

ダ
ー

ガ
ル

テ
ン

、
モ

ン
テ

ッ
ソ

ー
リ

の
子

ど
も

の
家

、
マ

ク
ミ

ラ
ン

の
保

育
学

校
、

　
ニ

ー
ル

の
自

由
学

校
、

シ
ュ

タ
イ

ナ
ー

学
校

、
レ

ッ
ジ

ョ
エ

ミ
リ

ヤ
市

の
幼

稚
園

○
ピ

ア
ジ

ェ
、

ビ
ゴ

ツ
キ

ー
、

ワ
ロ

ン
、

エ
リ

ク
ソ

ン
、

ハ
ー

ヴ
ィ

ガ
ー

ス
ト
、

ボ
ー

ル
ビ

イ
、

ア
イ

ン
ス

ワ
ー

ス
　

な
ど

○
発

達
の

と
ら

え
方

、
発

達
段

階
説

、
発

達
の

最
近

接
領

域
、

発
達

課
題

、
内

言
語

、
愛

着
の

形
成

、
「
母

性
的

養
育

の
喪

失
」
の

問
題

○
東

京
女

子
師

範
学

校
附

属
幼

稚
園

、
新

潟
静

修
学

校
付

属
の

幼
児

施
設

、
二

葉
幼

稚
園

、
頌

栄
保

姆
伝

習
所

○
倉

橋
惣

三
、

城
戸

幡
太

郎
、

A
．

L
．

ハ
ウ

女
史

　
な

ど
○

幼
稚

園
令

、
保

育
要

領
か

ら
幼

稚
園

教
育

要
領

、
保

育
所

保
育

指
針

、
認

定
こ

ど
も

園
教

育
・
保

育
要

領

保
育

者
と

し
て

の
資

質
向

上
研

修
俯

瞰
図

（
公

財
）
全

日
本

私
立

幼
稚

園
幼

児
教

育
研

究
機

構

子
ど

も
の

心
に

寄
り

添
い

、
共

に
生

活
し

育
ち

合
う

A  愛 さ れ て 育 つ 子 ど も B 　 子 ど も と 共 に 育 つ 保 育 者 C 　 教 育 ・ 保 育 理 論参
考
資
料
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ｐ

A
1
-
Ⅰ

　
子

ど
も

の
理

解
A

1
-
Ⅱ

　
子

ど
も

の
理

解
A

1
-
Ⅲ

　
子

ど
も

の
理

解
〈
多

様
な

子
ど

も
の

受
容

〉
〈
多

様
な

子
ど

も
の

受
容

〉
〈
多

様
な

子
ど

も
の

受
容

〉
○

家
庭

環
境

、
人

種
、

職
業

等
の

違
い

の
認

識
○

家
庭

環
境

、
人

種
、

職
業

等
の

違
い

の
理

解
○

家
庭

環
境

、
人

種
、

職
業

等
の

違
い

の
共

有
○

差
別

的
な

言
葉

・
表

現
の

理
解

〈
人

権
を

守
る

保
育

〉
〈
人

権
を

守
る

保
育

〉
〈
人

権
を

守
る

保
育

〉
○

子
ど

も
の

人
権

と
権

利
の

理
解

○
子

ど
も

の
人

権
と

権
利

の
共

有
○

人
権

教
育

論
の

理
解

と
共

有
○

性
差

/
個

体
差

の
認

識
と

共
有

○
子

ど
も

の
権

利
条

約
○

子
ど

も
の

人
権

と
権

利
の

擁
護

　
（
生

き
る

権
利

、
育

つ
権

利
、

守
ら

れ
る

権
利

、
参

加
す

る
権

利
）
の

理
解

○
少

年
法

/
児

童
福

祉
法

/
発

達
障

害
者

支
援

法
/
家

族
法

/
○

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
認

識
　

児
童

憲
章

等
の

理
解

と
共

有
○

子
ど

も
の

権
利

条
約

　
（
生

き
る

権
利

、
育

つ
権

利
、

守
ら

れ
る

権
利

、
　

参
加

す
る

権
利

）
の

理
解

と
共

有
○

ﾊ
ﾗ
ｽ
ﾒ
ﾝ

ﾄ･
ｼ

ﾞｪ
ﾝ

ﾀ
ﾞｰ

･ﾏ
ｲ
ﾉ
ﾘﾃ

ｨ・
共

生
社

会
・
合

理
的

配
慮

の
共

有
〈
支

援
を

要
す

る
保

育
〉

〈
支

援
を

要
す

る
保

育
〉

〈
支

援
を

要
す

る
保

育
〉

○
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

・
特

別
支

援
教

育
の

理
解

○
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

・
特

別
支

援
教

育
の

共
有

○
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

・
特

別
支

援
教

育
の

体
制

構
築

A
2
-
Ⅰ

　
健

康
的

な
園

生
活

A
2
-
Ⅱ

　
健

康
的

な
園

生
活

A
2
-
Ⅲ

　
健

康
的

な
園

生
活

○
視

診
・
触

診
○

食
育

（
栄

養
管

理
）

○
食

環
境

○
家

庭
と

の
連

絡
（
既

往
症

と
持

病
、

ｱ
ﾚ
ﾙ

ｷ
ﾞｰ

の
把

握
・
対

応
・
配

慮
）

○
食

品
衛

生
○

栄
養

指
導

と
支

援
（
家

庭
向

け
）

○
心

理
面

の
ケ

ア
/
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

○
園

医
等

と
の

連
携

○
伝

染
病

へ
の

対
応

○
身

体
測

定
、

健
康

記
録

○
保

護
者

へ
の

健
康

（
保

健
だ

よ
り

も
含

む
）
・
栄

養
指

導
と

支
援

○
施

設
の

衛
生

管
理

○
健

康
衛

生
指

導
○

家
庭

へ
の

生
活

習
慣

指
導

と
支

援
○

薬
品

管
理

○
生

活
習

慣
指

導
○

与
薬

（
薬

機
法

）
○

子
ど

も
の

生
活

環
境

に
対

す
る

分
析

と
提

言
○

健
康

診
断

○
エ

ピ
ペ

ン
等

へ
の

対
応

○
与

薬
（
薬

機
法

）
○

与
薬

（
薬

機
法

）
○

園
医

・
園

歯
科

医
・
医

療
機

関
と

の
連

携
○

就
寝

管
理

/
呼

吸
確

認
（
定

時
・
S
ID

S
対

応
）

○
愛

着
（
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト
）
理

論
○

救
急

法
（
ケ

ガ
の

対
応

・
心

肺
蘇

生
法

・
Ａ

Ｅ
Ｄ

等
）

○
エ

ピ
ペ

ン
等

へ
の

対
応

A
3
-
Ⅰ

　
安

全
な

園
生

活
A

3
-
Ⅱ

　
安

全
な

園
生

活
A

3
-
Ⅲ

　
安

全
な

園
生

活
○

救
急

法
（
ケ

ガ
、

心
肺

蘇
生

法
・
Ａ

Ｅ
Ｄ

、
誤

飲
・
誤

食
等

）
○

小
児

保
健

（
疾

病
含

む
）
、

校
医

と
の

連
携

○
健

康
管

理
○

安
全

指
導

、
安

全
管

理
○

災
害

管
理

、
安

全
確

認
（
遊

具
施

設
、

園
内

環
境

）
○

責
任

者
論

○
積

極
的

な
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
の

活
用

○
後

輩
へ

の
安

全
指

導
○

リ
ス

ク
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

○
自

園
の

安
全

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

理
解

と
確

認
○

リ
ス

ク
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

○
危

機
管

理
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

○
災

害
・
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
危

険
予

知
・
予

防
○

危
機

管
理

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
　

－
防

災
計

画
・
訓

練
（
マ

ニ
ュ

ア
ル

）
の

企
画

・
立

案
・
作

成
・
実

施
　

（
遊

具
・
園

庭
環

境
・
園

外
保

育
・
有

害
動

植
物

等
）

　
－

防
災

計
画

・
訓

練
（
マ

ニ
ュ

ア
ル

）
の

検
証

○
重

大
事

故
・
事

件
の

報
告

・
公

表
○

侵
入

者
防

御
/
対

応

A
4
-
Ⅰ

　
愛

情
深

い
保

育
A

4
-
Ⅱ

　
愛

情
深

い
保

育
A

4
-
Ⅲ

　
愛

情
深

い
保

育
○

心
の

教
育

・
保

育
、

心
・
情

動
に

向
き

合
っ

た
保

育
○

心
の

教
育

・
保

育
、

心
・
情

動
に

向
き

合
っ

た
保

育
○

愛
・
感

謝
・
希

望
を

育
む

保
育

○
人

間
観

・
子

ど
も

観
○

人
間

観
・
子

ど
も

観
○

宗
教

性
を

基
盤

に
置

い
た

保
育

○
愛

さ
れ

て
い

る
と

感
じ

ら
れ

る
保

育
○

宗
教

保
育

（
仏

教
保

育
、

神
社

保
育

、
キ

リ
ス

ト
教

保
育

等
）

○
安

心
・
安

全
を

感
じ

ら
れ

る
保

育
○

愛
・
感

謝
・
希

望
を

育
む

保
育

○
自

己
肯

定
感

・
自

尊
感

情
の

醸
成

○
愛

着
形

成
（
家

庭
・
地

域
社

会
と

共
有

）

○
虐

待
・
Ｄ

Ｖ
防

止

B
1
-
Ⅰ

　
人

間
性

を
磨

く
B

1
-
Ⅱ

　
人

間
性

を
磨

く
B

1
-
Ⅲ

　
人

間
性

を
磨

く
〈
視

野
の

拡
大

〉
〈
視

野
の

拡
大

〉
〈
視

野
の

拡
大

〉
○

感
性

を
磨

く
（
芸

術
や

美
術

に
触

れ
る

）
○

異
業

種
体

験
○

海
外

研
修

○
社

会
的

活
動

（
地

域
活

動
へ

の
参

加
な

ど
）

○
他

園
実

習
研

修
○

自
ら

へ
の

投
資

を
意

識
づ

け
る

○
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
○

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

の
重

要
性

を
理

解
す

る
○

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
理

解
し

、
提

案
す

る
○

積
極

的
に

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

す
る

B
2
-
Ⅰ

　
子

ど
も

の
理

解
B

2
-
Ⅱ

　
子

ど
も

の
理

解
B

2
-
Ⅲ

　
子

ど
も

の
理

解
〈
育

ち
の

理
解

〉
〈
育

ち
の

理
解

〉
〈
育

ち
の

理
解

〉
○

幼
児

期
の

発
達

理
解

○
乳

児
期

と
児

童
期

の
理

解
○

青
年

期
（
生

涯
）
の

理
解

/
生

涯
発

達
心

理
の

理
解

〈
子

ど
も

理
解

〉
〈
子

ど
も

理
解

〉
〈
子

ど
も

理
解

〉
○

多
様

な
理

解
が

あ
る

こ
と

を
知

る
○

多
様

な
理

解
を

す
る

○
多

様
な

理
解

を
提

案
し

、
そ

の
人

ら
し

さ
を

引
き

出
す

〈
子

ど
も

を
評

価
す

る
様

々
な

技
能

や
客

観
化

す
る

手
法

（
評

価
の

ｽ
ｹ

ｰ
ﾙ

等
）
の

研
修

〉
〈
子

ど
も

を
評

価
す

る
様

々
な

技
能

や
客

観
化

す
る

手
法

（
評

価
の

ｽ
ｹ

ｰ
ﾙ

等
）
の

研
修

〉
〈
子

ど
も

を
評

価
す

る
様

々
な

技
能

や
客

観
化

す
る

手
法

（
評

価
の

ｽ
ｹ

ｰ
ﾙ

等
）
の

研
修

〉

○
評

価
方

法
を

知
る

○
評

価
を

使
い

こ
な

す
○

評
価

方
法

を
考

案
す

る
〈
公

開
保

育
〉

〈
公

開
保

育
〉

〈
公

開
保

育
〉

○
自

園
で

他
の

保
育

者
の

保
育

を
見

る
○

自
園

で
自

分
の

保
育

を
見

て
も

ら
い

意
見

を
も

ら
う

○
自

園
で

互
い

の
保

育
を

見
合

い
、

園
全

体
で

共
有

す
る

○
他

園
の

公
開

保
育

に
参

加
し

自
園

と
の

違
い

を
感

じ
る

○
他

園
の

公
開

保
育

に
参

加
し

自
園

の
良

さ
と

課
題

を
理

解
す

る
○

自
園

の
保

育
を

他
園

に
公

開
す

る
○

他
園

の
公

開
保

育
に

参
加

し
自

園
と

他
園

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト
す

る
〈
エ

ピ
ソ

ー
ド

の
記

述
〉

〈
エ

ピ
ソ

ー
ド

の
記

述
〉

〈
エ

ピ
ソ

ー
ド

の
記

述
〉

○
語

り
合

い
な

が
ら

、
育

ち
や

学
び

を
共

有
す

る
こ

と
を

知
る

○
語

り
合

っ
た

り
、

記
述

し
た

り
す

る
こ

と
を

理
解

す
る

○
エ

ピ
ソ

ー
ド

か
ら

の
多

様
な

読
み

取
り

を
提

案
す

る

B
3
-
Ⅰ

　
豊

か
な

遊
び

B
3
-
Ⅱ

　
豊

か
な

遊
び

B
3
-
Ⅲ

　
豊

か
な

遊
び

〈
ア

ウ
ト
ド

ア
体

験
〉

〈
ア

ウ
ト
ド

ア
体

験
〉

〈
ア

ウ
ト
ド

ア
体

験
〉

○
自

然
と

触
れ

合
い

遊
び

方
を

知
る

○
遊

び
を

工
夫

す
る

○
遊

び
を

創
り

だ
し

提
案

す
る

〈
プ

レ
イ

パ
ー

ク
、

遊
び

場
研

修
〉

〈
プ

レ
イ

パ
ー

ク
、

遊
び

場
研

修
〉

〈
プ

レ
イ

パ
ー

ク
、

遊
び

場
研

修
〉

○
魅

力
的

な
遊

び
場

を
体

験
す

る
○

遊
び

場
を

創
造

す
る

（
園

内
）

○
遊

び
場

を
再

生
す

る
（
地

域
）

〈
生

き
物

と
触

れ
合

う
(命

と
触

れ
合

う
)体

験
、

自
給

自
足

体
験

〉
〈
生

き
物

と
触

れ
合

う
（
命

と
触

れ
合

う
）
体

験
、

自
給

自
足

体
験

〉
〈
生

き
物

と
触

れ
合

う
（
命

と
触

れ
合

う
）
体

験
、

自
給

自
足

体
験

〉
○

生
き

物
と

触
れ

合
い

、
育

て
方

を
知

る
○

生
き

物
の

知
識

な
ど

を
増

や
す

○
生

き
物

を
生

活
に

取
り

込
む

〈
自

分
の

得
意

分
野

を
持

ち
、

保
育

に
生

か
す

〉
〈
自

分
の

得
意

分
野

を
持

ち
、

保
育

に
生

か
す

〉
〈
自

分
の

得
意

分
野

を
持

ち
、

保
育

に
生

か
す

〉
　

絵
画

・
造

形
・
音

楽
・
運

動
等

の
分

野
と

そ
れ

以
外

の
分

野
　

絵
画

・
造

形
・
音

楽
・
運

動
等

の
分

野
と

そ
れ

以
外

の
分

野
　

絵
画

・
造

形
・
音

楽
・
運

動
等

の
分

野
と

そ
れ

以
外

の
分

野
○

得
意

分
野

を
知

る
○

得
意

分
野

を
磨

く
○

個
の

得
意

分
野

を
園

全
体

の
保

育
に

生
か

す

B
4
-
Ⅰ

　
社

会
人

と
し

て
の

自
覚

B
4
-
Ⅱ

　
社

会
人

と
し

て
の

自
覚

B
4
-
Ⅲ

　
社

会
人

と
し

て
の

自
覚

〈
社

会
人

と
し

て
の

姿
〉

〈
社

会
人

と
し

て
の

姿
〉

〈
社

会
人

と
し

て
の

姿
〉

○
社

会
人

と
し

て
の

モ
ラ

ル
、

ル
ー

ル
、

マ
ナ

ー
を

知
る

○
積

極
的

に
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
理

解
す

る
○

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

モ
ラ

ル
、

ル
ー

ル
、

マ
ナ

ー
を

知
る

○
自

分
の

仕
事

を
理

解
し

、
慣

れ
る

○
組

織
の

一
員

と
し

て
期

待
さ

れ
る

役
割

を
意

識
す

る
○

保
育

者
と

し
て

の
あ

り
方

を
具

体
的

に
自

ら
が

示
す

○
組

織
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
持

つ
○

自
分

の
仕

事
の

目
的

・
役

割
を

認
識

す
る

○
組

織
の

活
性

化
を

図
る

○
ク

ラ
ス

担
任

の
仕

事
を

理
解

す
る

○
学

年
と

し
て

の
見

通
し

を
持

つ
○

仕
事

の
目

的
・
目

標
を

明
確

化
す

る
○

仕
事

の
効

率
化

を
図

る

B
5
-
Ⅰ

　
自

園
の

保
育

の
理

解
と

実
践

B
5
-
Ⅱ

　
自

園
の

保
育

の
理

解
と

実
践

B
5
-
Ⅲ

　
自

園
の

保
育

の
理

解
と

実
践

〈
自

園
理

解
（
建

学
の

精
神

・
園

と
し

て
の

持
ち

味
）
〉

〈
自

園
理

解
（
建

学
の

精
神

・
園

と
し

て
の

持
ち

味
）
〉

〈
自

園
理

解
（
建

学
の

精
神

・
園

と
し

て
の

持
ち

味
）
〉

○
自

園
の

教
育

・
保

育
理

念
を

理
解

す
る

○
自

園
の

教
育

・
保

育
理

念
の

特
長

を
理

解
す

る
○

自
園

の
教

育
・
保

育
理

念
の

特
長

を
継

承
し

課
題

を
改

善
す

る
○

自
園

の
教

育
課

程
を

理
解

す
る

○
教

育
課

程
を

編
成

す
る

○
自

園
の

教
育

・
保

育
理

念
を

編
成

し
明

文
化

す
る

○
教

育
課

程
を

見
直

し
再

編
す

る
○

自
然

環
境

・
遊

び
場

マ
ッ

プ
を

つ
く

る
○

子
育

て
講

座
を

実
践

す
る

〈
日

常
の

保
育

の
点

検
〉

〈
日

常
の

保
育

の
点

検
〉

〈
日

常
の

保
育

の
点

検
〉

○
保

育
の

ね
ら

い
を

理
解

し
意

識
す

る
○

保
育

の
ね

ら
い

を
点

検
し

見
直

す
○

意
見

を
集

約
し

再
構

成
す

る
○

園
の

ル
ー

ル
を

知
り

、
理

解
す

る
○

園
の

ル
ー

ル
を

検
証

し
見

直
す

○
保

育
の

目
的

や
ル

ー
ル

の
意

義
を

評
価

し
見

直
し

を
投

げ
か

け
る

〈
行

事
〉

〈
行

事
〉

〈
行

事
〉

○
行

事
の

意
義

を
知

る
○

行
事

を
点

検
・
検

証
し

見
直

す
○

意
見

を
集

約
・
検

証
し

再
構

成
す

る

B
6
-
Ⅰ

　
同

僚
性

を
高

め
る

B
6
-
Ⅱ

　
同

僚
性

を
磨

く
B

6
-
Ⅲ

　
同

僚
性

を
磨

く
〈
人

間
関

係
力

〉
〈
人

間
関

係
力

〉
〈
人

間
関

係
力

〉
○

尋
ね

、
相

談
す

る
○

指
導

、
助

言
が

相
手

の
立

場
に

立
っ

て
で

き
る

○
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

運
営

す
る

○
積

極
的

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
○

リ
ー

ダ
ー

の
役

割
を

学
ぶ

○
次

代
の

リ
ー

ダ
ー

を
育

て
る

○
メ

ン
タ

ー
（
助

言
者

）
等

に
協

力
を

求
め

る
○

メ
ン

タ
ー

を
指

名
す

る
○

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

参
加

す
る

○
メ

ン
タ

ー
の

役
割

を
担

う

C
1
-
Ⅰ

歴
史

と
思

想
C

1
-
Ⅱ

　
歴

史
と

思
想

C
1
-
Ⅲ

　
歴

史
と

思
想

○
現

代
社

会
に

お
け

る
子

ど
も

の
問

題
○

社
会

変
化

と
子

ど
も

の
状

況
○

現
代

の
保

育
制

度
と

保
育

理
念

○
現

代
の

教
育

･保
育

施
設

の
誕

生
と

理
念

　
－

保
育

思
想

の
芽

生
え

○
多

層
化

す
る

保
育

ニ
ー

ズ
○

保
育

制
度

や
乳

幼
児

期
養

育
施

設
の

変
遷

○
ヘ

ッ
ド

ス
タ

ー
ト
計

画

C
2
-
Ⅰ

　
発

達
理

論
C

2
-
Ⅱ

　
発

達
理

論
C

2
-
Ⅲ

　
発

達
理

論
〈
発

達
に

即
し

た
保

育
〉

〈
発

達
に

即
し

た
保

育
〉

〈
発

達
に

即
し

た
保

育
〉

○
保

育
か

ら
見

取
る

身
体

的
･知

的
発

達
○

応
答

的
に

環
境

に
か

か
わ

る
こ

と
の

意
味

○
応

答
的

な
人

的
環

境
と

は
○

保
育

を
通

し
て

見
る

発
達

段
階

と
保

育
課

題
○

自
我

の
発

達
と

家
族

関
係

の
心

理
○

保
育

者
の

心
理

 
　

－
愛

着
の

形
成

と
ホ

ス
ピ

タ
リ

ズ
ム

－
○

現
代

の
社

会
環

境
で

の
発

達
の

課
題

○
子

ど
も

の
姿

と
発

達
理

論
上

の
相

違
の

理
解

〈
発

達
の

基
礎

理
論

〉
〈
発

達
の

基
礎

理
論

〉
〈
発

達
の

基
礎

理
論

〉
○

幼
児

期
の

育
ち

○
乳

児
期

か
ら

児
童

期
の

育
ち

○
生

涯
発

達
の

視
点

　
身

体
の

育
ち

、
情

動
の

育
ち

、
言

葉
の

育
ち

、
知

的
な

育
ち

、
友

達
関

係
の

育
ち

　
社

会
性

の
育

ち
、

道
徳

性
の

育
ち

、
認

知
機

能
の

育
ち

、
自

我
･性

格
の

育
ち

　
主

要
な

発
達

論
の

理
解

と
乳

児
期

、
幼

児
期

、
児

童
・
青

年
期

の
連

続
性

と
　

そ
の

規
定

要
因

の
理

解

C
3
-
Ⅰ

　
制

度
の

理
解

C
3
-
Ⅱ

　
制

度
の

理
解

C
3
-
Ⅲ

　
制

度
の

理
解

〈
保

育
の

歴
史

〉
〈
保

育
の

歴
史

〉
〈
保

育
の

歴
史

〉
○

我
が

国
の

保
育

施
策

と
保

育
施

設
○

保
育

制
度

の
歴

史
と

自
園

の
設

立
の

経
緯

○
創

生
期

の
幼

児
教

育
施

設
と

そ
の

思
想

的
リ

ー
ダ

ー
　

－
社

会
の

変
容

と
保

育
施

策
 

○
社

会
情

勢
の

変
化

に
伴

う
教

育
施

設
の

変
遷

と
多

様
化

  
－

子
育

て
・
保

育
に

関
す

る
報

道
か

ら
見

え
る

考
え

方
　

－
幼

稚
園

･保
育

所
の

成
り

立
ち

　
－

ベ
ビ

ー
ホ

テ
ル

等
の

保
育

環
境

〈
教

育
･保

育
制

度
〉

〈
教

育
･保

育
制

度
〉

〈
教

育
･保

育
制

度
〉

○
幼

稚
園

･保
育

所
･こ

ど
も

園
・
認

可
外

保
育

施
設

の
違

い
○

自
園

を
取

り
巻

く
環

境
と

保
育

制
度

の
関

係
○

保
育

制
度

の
多

様
化

が
生

む
教

育
･保

育
観

の
違

い
○

学
校

と
児

童
福

祉
施

設
の

違
い

　
－

労
働

環
境

・
家

庭
環

境
と

開
園

時
間

な
ど

　
－

幼
稚

園
･保

育
所

の
歴

史
的

経
緯

　
－

家
庭

を
補

完
し

、
発

達
を

援
助

す
る

○
少

子
化

時
代

の
乳

幼
児

教
育

施
設

  
－

児
童

中
心

主
義

と
教

師
（
大

人
）
中

心
主

義
　

－
幼

児
を

保
護

し
、

家
族

を
支

援
す

る
　

－
エ

ン
ゼ

ル
プ

ラ
ン

・
次

世
代

育
成

支
援

法
、

子
ど

も
・
子

育
て

支
援

法
な

ど
の

  
－

経
験

主
義

的
学

力
観

と
系

統
主

義
的

学
力

観
　

政
策

と
そ

の
意

味
○

平
成

元
年

の
幼

稚
園

教
育

要
領

改
訂

の
意

義
○

発
達

・
保

育
履

歴
の

継
続

な
ど

制
度

上
の

問
題

点
○

現
代

的
課

題
と

保
育

者
・
保

育
団

体
の

役
割

社
会

人
と

し
て

の
役

割

自
園

の
保

育
の

理
解

と
実

践

職
場

に
お

け
る

同
僚

性

日
本

の
保

育
制

度
を

知
る保

育
の

歴
史

や
思

想
を

知
る

保
育

を
支

え
る

発
達

の
理

論
を

知
る

子
ど

も
の

人
権

愛
さ

れ
て

い
る

と
感

じ
ら

れ
る

保
育

人
間

性
豊

か
な

保
育

者

遊
び

の
専

門
性

子
ど

も
の

健
康

と
安

全
(健

康
的

な
園

生
活

）

子
ど

も
の

健
康

と
安

全
(安

全
な

園
生

活
）

○
ジ

ョ
ン

・
ロ

ッ
ク

、
ル

ソ
ー

、
ペ

ス
タ

ロ
ッ

チ
、

フ
レ

ー
ベ

ル
、

デ
ュ

ー
イ

、
エ

レ
ン

・
ケ

イ
、

モ
ン

テ
ッ

ソ
ー

リ
、

ニ
ー

ル
、

シ
ュ

タ
イ

ナ
ー

、
マ

ラ
グ

ッ
テ

ィ
　

な
ど

○
オ

ー
ベ

ル
ラ

ン
の

幼
児

保
護

所
、

オ
ー

エ
ン

の
幼

児
学

校
、

フ
レ

ー
ベ

ル
の

キ
ン

ダ
ー

ガ
ル

テ
ン

、
モ

ン
テ

ッ
ソ

ー
リ

の
子

ど
も

の
家

、
マ

ク
ミ

ラ
ン

の
保

育
学

校
、

　
ニ

ー
ル

の
自

由
学

校
、

シ
ュ

タ
イ

ナ
ー

学
校

、
レ

ッ
ジ

ョ
エ

ミ
リ

ヤ
市

の
幼

稚
園

○
ピ

ア
ジ

ェ
、

ビ
ゴ

ツ
キ

ー
、

ワ
ロ

ン
、

エ
リ

ク
ソ

ン
、

ハ
ー

ヴ
ィ

ガ
ー

ス
ト
、

ボ
ー

ル
ビ

イ
、

ア
イ

ン
ス

ワ
ー

ス
　

な
ど

○
発

達
の

と
ら

え
方

、
発

達
段

階
説

、
発

達
の

最
近

接
領

域
、

発
達

課
題

、
内

言
語

、
愛

着
の

形
成

、
「
母

性
的

養
育

の
喪

失
」
の

問
題

○
東

京
女

子
師

範
学

校
附

属
幼

稚
園

、
新

潟
静

修
学

校
付

属
の

幼
児

施
設

、
二

葉
幼

稚
園

、
頌

栄
保

姆
伝

習
所

○
倉

橋
惣

三
、

城
戸

幡
太

郎
、

A
．

L
．

ハ
ウ

女
史

　
な

ど
○

幼
稚

園
令

、
保

育
要

領
か

ら
幼

稚
園

教
育

要
領

、
保

育
所

保
育

指
針

、
認

定
こ

ど
も

園
教

育
・
保

育
要

領

保
育

者
と

し
て

の
資

質
向

上
研

修
俯

瞰
図

（
公

財
）
全

日
本

私
立

幼
稚

園
幼

児
教

育
研

究
機

構

子
ど

も
の

心
に

寄
り

添
い

、
共

に
生

活
し

育
ち

合
う

A  愛 さ れ て 育 つ 子 ど も B 　 子 ど も と 共 に 育 つ 保 育 者 C 　 教 育 ・ 保 育 理 論
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Ｈ
ｏ

ｐ
Ｓ

ｔｅ
ｐ

Ｊ
ｕ

ｍ
ｐ

D
1
-
Ⅰ

 育
ち

の
理

解
（
事

例
研

究
）

D
1
-
Ⅱ

 育
ち

の
理

解
（
事

例
研

究
）

D
1
-
Ⅲ

　
育

ち
の

理
解

（
事

例
研

究
）

○
胎

児
か

ら
誕

生
ま

で
の

育
ち

○
認

知
の

発
達

（
育

ち
の

節
目

の
理

解
）

○
園

の
教

育
・
保

育
理

論
の

確
立

（
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

）
○

誕
生

か
ら

就
学

ま
で

の
育

ち
○

協
同

的
学

び
の

展
開

　
子

ど
も

理
解

に
始

ま
る

保
育

・
教

育
○

身
近

な
大

人
と

の
関

係
の

中
で

の
育

ち
○

縦
割

り
保

育
、

異
年

齢
交

流
を

実
践

す
る

　
乳

児
期

の
保

育
と

幼
児

期
の

教
育

の
一

体
化

（
イ

ン
テ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

）
　

－
基

本
的

信
頼

感
、

愛
着

形
成

、
自

我
の

芽
生

え
、

自
己

主
張

○
目

に
見

え
な

い
内

面
や

心
情

の
理

解
（
非

認
知

的
能

力
の

育
ち

）
○

学
童

期
の

発
達

の
姿

（
ス

タ
ー

ト
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

理
解

）
○

自
己

肯
定

感
と

自
己

有
能

感
の

獲
得

○
同

僚
性

を
基

盤
と

し
た

チ
ー

ム
と

し
て

の
学

び
合

い
○

人
生

の
基

礎
を

培
う

乳
幼

児
期

○
子

ど
も

同
士

の
関

係
の

中
で

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
・
社

会
人

基
礎

力
・
批

判
的

思
考

力
　

－
自

己
発

揮
、

自
己

抑
制

、
自

律
の

獲
得

　
－

一
人

遊
び

～
集

団
遊

び
、

ご
っ

こ
遊

び
　

－
母

子
分

離
、

け
ん

か
、

協
同

す
る

経
験

D
2
-
Ⅰ

 育
ち

の
記

録
（
取

る
）

D
2
-
Ⅱ

 育
ち

の
記

録
（
利

用
す

る
）

D
2
-
Ⅲ

 育
ち

の
記

録
（
生

か
す

）
○

個
人

記
録

○
日

誌
か

ら
エ

ピ
ソ

ー
ド

へ
○

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
育

ち
の

検
証

と
記

録
が

で
き

る
○

保
育

日
誌

○
保

護
者

と
の

育
ち

の
共

有
○

園
内

研
修

（
ケ

ー
ス

会
議

）
を

企
画

す
る

○
様

々
な

記
録

（
エ

ピ
ソ

ー
ド

、
環

境
図

、
写

真
、

動
画

）
　

エ
ピ

ソ
ー

ド
、

ド
キ

ュ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
ポ

ー
ト
フ

ォ
リ

オ
　

※
写

真
等

の
活

用
　

－
子

ど
も

理
解

か
ら

始
ま

る
教

育
・
保

育
実

践
○

肯
定

的
視

点
に

よ
る

記
録

○
園

内
研

修
の

実
施

と
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

○
集

団
の

記
録

○
保

育
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

○
個

別
記

録
の

引
き

継
ぎ

○
研

修
の

目
的

を
達

成
す

る

D
3
-
Ⅰ

 特
別

支
援

教
育

の
理

解
D

3
-
Ⅱ

 特
別

支
援

教
育

の
保

育
実

践
D

3
-
Ⅲ

 特
別

支
援

教
育

の
環

境
整

備
○

特
別

支
援

と
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

○
園

内
の

連
携

、
家

庭
と

の
連

携
（
家

庭
支

援
）

○
ケ

ー
ス

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
○

様
々

な
障

が
い

の
基

礎
知

識
（
自

閉
症

ス
ペ

ク
ト
ラ

ム
、

合
理

的
配

慮
等

）
○

個
別

の
指

導
計

画
○

基
礎

的
環

境
整

備
○

特
別

支
援

教
育

の
実

践
基

礎
○

個
別

の
教

育
支

援
計

画
○

小
学

校
、

専
門

機
関

と
の

連
携

E
1
-
Ⅰ

　
自

園
の

教
育

・
保

育
課

程
E
1
-
Ⅱ

　
自

園
の

教
育

・
保

育
課

程
E
1
-
Ⅲ

　
自

園
の

教
育

・
保

育
課

程
○

教
育

・
保

育
課

程
が

目
指

す
理

念
の

理
解

○
教

育
・
保

育
課

程
が

目
指

す
理

念
の

理
解

と
共

有
○

自
園

の
教

育
理

念
の

明
確

化
○

教
育

・
保

育
課

程
を

生
か

し
た

指
導

計
画

の
作

成
○

教
育

・
保

育
課

程
を

生
か

し
た

指
導

計
画

の
検

証
と

、
保

育
現

場
に

お
け

る
○

教
育

要
領

、
教

育
・
保

育
要

領
な

ど
と

自
園

の
教

育
・
保

育
課

程
と

の
　

課
題

の
明

確
化

　
整

合
性

の
検

証
○

教
育

要
領

、
教

育
・
保

育
要

領
な

ど
と

自
園

の
教

育
・
保

育
課

程
と

の
○

誕
生

か
ら

小
学

校
以

降
ま

で
の

育
ち

を
見

通
し

た
教

育
・
保

育
課

程
の

　
関

連
性

の
理

解
　

編
成

、
解

説
、

共
有

、
見

直
し

○
幼

児
教

育
の

社
会

的
意

義
を

社
会

に
発

信
す

る
方

策
と

エ
ビ

デ
ン

ス

E
2
-
Ⅰ

　
実

践
の

た
め

の
知

識
E
2
-
Ⅱ

　
実

践
の

た
め

の
知

識
E
2
-
Ⅲ

　
実

践
の

た
め

の
知

識
〈
様

々
な

保
育

形
態

〉
〈
様

々
な

保
育

形
態

〉
〈
様

々
な

保
育

形
態

〉
○

異
年

齢
混

合
保

育
、

チ
ー

ム
保

育
、

預
か

り
保

育
な

ど
の

理
解

○
異

年
齢

混
合

保
育

、
チ

ー
ム

保
育

、
預

か
り

保
育

な
ど

へ
の

柔
軟

な
対

応
○

自
園

の
教

育
理

念
に

基
づ

く
保

育
形

態
の

選
択

○
保

育
形

態
へ

の
理

解
を

促
す

解
説

、
価

値
観

の
共

有
〈
個

と
集

団
〉

〈
個

と
集

団
〉

〈
個

と
集

団
〉

○
個

と
集

団
の

関
係

性
の

理
解

○
個

と
集

団
の

関
係

を
生

か
し

た
学

級
運

営
の

実
践

○
個

と
集

団
の

関
係

を
生

か
し

た
園

の
体

制
づ

く
り

〈
年

齢
に

応
じ

た
か

か
わ

り
〉

〈
年

齢
に

応
じ

た
か

か
わ

り
〉

〈
年

齢
に

応
じ

た
か

か
わ

り
〉

○
年

齢
や

発
達

に
応

じ
た

保
育

内
容

や
か

か
わ

り
を

理
解

す
る

○
年

齢
や

発
達

に
応

じ
た

保
育

内
容

や
か

か
わ

り
の

検
証

○
年

齢
や

発
達

に
応

じ
た

保
育

内
容

や
か

か
わ

り
を

、
○

年
齢

や
発

達
を

考
慮

し
た

学
級

運
営

の
基

礎
知

識
○

年
齢

や
発

達
を

考
慮

し
た

学
級

運
営

の
検

証
　

生
涯

の
育

ち
と

い
う

観
点

か
ら

検
証

〈
遊

び
の

知
識

と
理

解
〉

〈
遊

び
の

知
識

と
理

解
〉

〈
遊

び
の

知
識

と
理

解
〉

○
伝

承
遊

び
、

自
然

と
か

か
わ

る
遊

び
、

新
し

い
遊

び
○

遊
び

の
意

味
と

育
ち

へ
の

つ
な

が
り

○
遊

び
の

意
味

と
育

ち
へ

の
つ

な
が

り
の

解
説

と
共

有
○

自
然

発
生

的
な

遊
び

の
重

要
性

〈
教

材
の

知
識

と
理

解
、

作
成

〉
〈
教

材
の

知
識

と
理

解
、

作
成

〉
〈
教

材
の

知
識

と
理

解
、

作
成

〉
○

各
教

材
の

使
い

方
の

理
解

○
各

教
材

と
育

ち
へ

の
つ

な
が

り
の

理
解

○
各

教
材

と
育

ち
へ

の
つ

な
が

り
の

解
説

と
共

有
○

教
材

の
選

択
、

作
成

○
教

材
の

選
択

、
作

成
、

改
良

○
教

材
の

開
発

〈
発

達
や

学
び

の
連

続
性

の
保

障
〉

〈
発

達
や

学
び

の
連

続
性

の
保

障
〉

〈
発

達
や

学
び

の
連

続
性

の
保

障
〉

○
保

育
所

保
育

指
針

等
や

小
学

校
学

習
指

導
要

領
の

基
本

的
理

解
○

乳
児

期
の

保
育

や
小

学
校

以
降

の
学

習
へ

の
つ

な
が

り
を

意
識

し
た

保
育

○
乳

児
期

の
家

庭
支

援
や

小
学

校
以

降
の

学
習

と
の

連
続

性
を

意
識

し
た

基
礎

的
環

境
整

備

E
3
-
Ⅰ

　
計

画
の

立
案

E
3
-
Ⅱ

　
計

画
の

立
案

E
3
-
Ⅲ

　
計

画
の

立
案

〈
保

育
の

理
解

と
計

画
〉

〈
保

育
の

理
解

と
計

画
〉

〈
保

育
の

理
解

と
計

画
〉

○
心

情
、

意
欲

、
態

度
の

育
ち

の
基

本
○

心
情

、
意

欲
、

態
度

の
育

ち
を

意
識

し
た

実
践

○
遊

び
や

活
動

を
充

実
さ

せ
る

時
間

的
な

環
境

づ
く

り
○

環
境

を
通

し
て

の
保

育
の

基
本

○
環

境
を

通
し

て
の

保
育

の
実

践
○

現
場

で
生

き
る

指
導

計
画

や
保

育
案

の
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
作

成
○

遊
び

を
通

し
て

の
育

ち
と

学
び

の
基

本
○

遊
び

を
通

し
て

の
育

ち
と

学
び

の
実

践
○

指
導

計
画

の
存

在
と

大
切

さ
を

社
会

に
発

信
す

る
方

策
○

協
同

的
な

遊
び

と
学

び
の

基
本

○
協

同
的

な
遊

び
と

学
び

の
実

践
○

遊
び

や
活

動
を

充
実

さ
せ

る
時

間
設

定
の

工
夫

〈
保

育
案

等
の

作
成

〉
〈
保

育
案

等
の

作
成

〉
〈
保

育
案

等
の

作
成

〉
○

主
体

性
が

生
き

る
保

育
案

の
工

夫
○

実
践

に
生

き
る

保
育

案
の

あ
り

方
と

再
構

築
の

考
察

○
保

育
案

等
に

基
づ

く
保

育
者

の
指

導
○

行
事

の
意

義
の

理
解

○
行

事
の

立
案

○
行

事
の

立
案

と
再

構
築

○
特

別
支

援
教

育
に

お
け

る
個

別
指

導
の

理
解

、
計

画
の

作
成

○
特

別
支

援
教

育
を

充
実

さ
せ

る
個

別
指

導
計

画
の

あ
り

方
○

特
別

支
援

教
育

を
充

実
さ

せ
る

個
別

指
導

計
画

の
作

成
指

導
○

0
、

1
、

2
歳

児
に

お
け

る
個

別
指

導
の

理
解

、
計

画
の

作
成

○
0
、

1
、

2
歳

児
保

育
を

充
実

さ
せ

る
個

別
指

導
計

画
の

あ
り

方
○

0
、

1
、

2
歳

児
保

育
を

充
実

さ
せ

る
個

別
指

導
計

画
の

作
成

指
導

E
4
-
Ⅰ

　
環

境
の

構
成

E
4
-
Ⅱ

　
環

境
の

構
成

E
4
-
Ⅲ

　
環

境
の

構
成

○
環

境
構

成
の

重
要

さ
の

理
解

○
環

境
構

成
と

再
構

成
の

重
要

さ
の

理
解

○
環

境
の

構
成

と
再

構
成

を
進

め
や

す
い

基
盤

づ
く

り
○

自
然

環
境

、
飼

育
と

栽
培

、
人

工
的

な
教

材
等

の
基

本
的

な
知

識
と

理
解

○
自

然
環

境
、

飼
育

と
栽

培
、

人
工

的
な

教
材

等
の

構
成

と
応

用
○

環
境

と
保

育
者

、
子

ど
も

の
関

係
の

明
確

化
○

魅
力

的
な

環
境

づ
く

り
の

た
め

の
技

術
の

習
得

○
魅

力
的

な
環

境
づ

く
り

の
た

め
の

技
術

の
応

用
○

自
然

環
境

、
飼

育
と

栽
培

、
人

工
的

な
教

材
等

の
精

査
、

導
入

○
環

境
の

要
と

し
て

の
保

育
者

の
あ

り
方

○
環

境
の

要
と

し
て

の
保

育
者

の
あ

り
方

○
地

域
資

源
（
自

然
、

文
化

、
人

材
、

伝
承

行
事

等
）
の

活
用

に
つ

な
が

る
基

盤
づ

く
り

○
子

ど
も

と
共

に
環

境
を

つ
く

り
出

す
こ

と
の

意
義

○
子

ど
も

と
共

に
環

境
を

つ
く

り
出

す
方

策
○

環
境

づ
く

り
の

技
術

指
導

○
コ

ー
ナ

ー
保

育
な

ど
の

理
解

○
落

ち
着

け
る

環
境

の
理

解
と

創
出

○
地

域
資

源
（
自

然
、

文
化

、
人

材
、

伝
承

行
事

等
）
の

発
見

と
活

用
法

の
創

出

E
5
-
Ⅰ

　
指

導
、

援
助

、
見

守
り

等
の

実
践

E
5
-
Ⅱ

　
指

導
、

援
助

、
見

守
り

等
の

実
践

E
5
-
Ⅲ

　
指

導
、

援
助

、
見

守
り

等
の

実
践

○
子

ど
も

に
寄

り
添

う
共

感
的

な
対

応
○

指
導

、
援

助
、

見
守

り
等

の
適

切
な

使
い

分
け

○
安

心
し

て
実

践
を

進
め

ら
れ

る
基

盤
づ

く
り

○
子

ど
も

に
対

し
て

使
う

言
葉

の
精

査
と

非
言

語
の

表
現

○
子

ど
も

に
対

し
て

使
う

言
葉

や
非

言
語

の
表

現
の

適
切

な
使

い
分

け
○

保
育

技
術

や
実

践
内

容
の

取
り

入
れ

や
検

証
を

す
る

仕
組

み
づ

く
り

　
（
表

情
、

ま
な

ざ
し

、
身

体
表

現
等

）
の

理
解

○
質

の
高

い
保

育
技

術
、

実
践

内
容

の
精

査
、

継
承

○
保

育
技

術
や

遊
び

が
継

承
し

て
い

く
仕

組
み

づ
く

り
○

具
体

的
な

保
育

技
術

、
実

践
内

容
の

習
得

○
手

段
と

し
て

の
保

育
の

継
承

○
園

独
自

の
文

化
の

創
造

と
精

査
、

継
承

し
て

い
く

た
め

の
方

策
と

風
土

づ
く

り
○

手
段

と
し

て
の

保
育

の
理

解
　

子
ど

も
の

育
ち

に
生

き
る

遊
び

の
伝

承
と

創
造

　
遊

び
の

伝
承

と
創

造
の

実
践

　
子

ど
も

の
主

体
性

を
伸

ば
す

実
践

の
あ

り
方

　
子

ど
も

の
主

体
性

の
尊

重
　

子
ど

も
一

人
一

人
へ

の
適

切
な

対
応

　
子

ど
も

一
人

一
人

の
違

い
の

理
解

　
一

人
一

人
を

生
か

す
集

団
保

育
の

あ
り

方
　

個
と

集
団

の
関

係
を

意
識

し
た

実
践

○
園

独
自

の
文

化
の

理
解

と
継

承

E
6
-
Ⅰ

　
記

録
E
6
-
Ⅱ

　
記

録
E
6
-
Ⅲ

　
記

録
〈
観

察
の

視
点

〉
〈
観

察
の

視
点

〉
〈
観

察
の

視
点

〉
○

様
々

な
観

察
の

視
点

の
理

解
と

思
考

○
観

察
の

視
点

の
適

切
な

使
い

分
け

○
観

察
の

視
点

に
つ

い
て

の
指

導
〈
記

録
方

法
〉

〈
記

録
方

法
〉

〈
記

録
方

法
〉

○
様

々
な

記
録

方
法

の
理

解
○

よ
り

よ
い

記
録

方
法

の
工

夫
○

よ
り

よ
い

記
録

方
法

の
作

成
、

見
直

し
　

個
人

の
記

録
と

集
団

の
記

録
　

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

録
、

記
述

な
ど

〈
記

録
の

整
理

と
活

用
〉

〈
記

録
の

整
理

と
活

用
〉

〈
記

録
の

整
理

と
活

用
〉

○
記

録
の

整
理

の
理

解
と

思
考

○
記

録
の

整
理

に
よ

る
共

有
と

活
用

○
記

録
の

共
有

と
活

用
の

仕
組

み
づ

く
り

E
7
-
Ⅰ

　
実

践
の

評
価

E
7
-
Ⅱ

　
実

践
の

評
価

E
7
-
Ⅲ

　
実

践
の

評
価

○
評

価
の

意
義

の
理

解
○

評
価

方
法

の
精

査
と

園
内

で
の

評
価

結
果

の
共

有
○

評
価

結
果

に
基

づ
く

社
会

へ
の

発
信

　
自

分
の

実
践

を
客

観
的

に
振

り
返

り
、

課
題

を
発

見
す

る
手

段
と

し
て

○
保

育
者

間
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

あ
り

方
○

情
報

共
有

が
で

き
る

同
僚

性
の

豊
か

な
保

育
者

集
団

の
醸

成
○

保
育

者
間

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
意

義
○

園
の

課
題

の
発

見
と

園
内

で
の

共
有

○
社

会
の

課
題

の
発

見
と

共
有

○
計

画
、

実
践

へ
の

反
映

の
理

解
と

思
考

○
計

画
、

実
践

へ
の

適
切

な
反

映
○

計
画

、
実

践
に

反
映

で
き

る
仕

組
み

づ
く

り

F
1
-
Ⅰ

　
連

携
の

視
点

F
1
-
Ⅱ

　
連

携
の

視
点

F
1
-
Ⅲ

　
連

携
の

視
点

〈
保

・
幼

・
小

の
連

携
を

学
ぶ

〉
〈
保

・
幼

・
小

の
連

携
を

理
解

す
る

〉
〈
保

・
幼

・
小

の
連

携
へ

の
理

解
と

実
践

〉
○

幼
児

と
児

童
の

交
流

を
知

る
○

幼
児

と
児

童
の

交
流

の
企

画
○

接
続

を
見

通
し

た
交

流
の

企
画

・
運

営
○

保
・
幼

・
小

の
教

職
員

同
士

の
交

流
を

知
る

○
保

・
幼

・
小

の
教

職
員

同
士

の
交

流
を

企
画

○
保

・
幼

・
小

の
発

達
や

学
び

の
連

続
性

を
踏

ま
え

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

編
成

○
小

学
校

の
ス

タ
ー

ト
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

学
ぶ

○
接

続
を

見
通

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
理

解
す

る
〈
保

護
者

と
の

連
携

が
で

き
る

〉
〈
保

護
者

と
の

連
携

に
努

め
る

〉
〈
保

護
者

と
の

連
携

を
深

め
る

〉
○

連
絡

帳
の

活
用

方
法

○
保

護
者

啓
発

の
た

め
の

連
絡

帳
○

保
護

者
と

の
懇

談
会

等
の

運
営

を
企

画
す

る
○

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

の
方

法
を

学
ぶ

○
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
高

め
る

○
活

動
情

報
誌

の
作

成
と

活
用

方
法

○
保

護
者

と
の

懇
談

会
等

の
あ

り
方

を
学

ぶ
○

保
護

者
と

の
懇

談
会

等
の

運
営

を
学

ぶ
○

保
護

者
同

士
の

交
流

の
場

の
提

供
○

活
動

情
報

誌
の

作
成

と
活

用
方

法
○

教
育

方
針

、
内

容
理

解
の

た
め

の
啓

発
手

法
〈
教

育
相

談
の

方
法

と
実

践
を

知
る

〉
〈
教

育
相

談
の

方
法

と
実

践
を

学
ぶ

〉
〈
教

育
相

談
の

方
法

と
実

践
を

工
夫

す
る

〉
○

教
育

相
談

の
基

本
的

姿
勢

○
教

育
相

談
、

個
別

面
談

の
実

践
○

教
育

相
談

の
生

か
し

方
○

個
別

面
談

の
基

本
的

技
法

○
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

マ
イ

ン
ド

を
活

用
し

た
教

育
相

談
の

理
解

と
実

践
○

個
別

面
談

の
生

か
し

方
○

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
マ

イ
ン

ド
を

活
用

し
た

教
育

相
談

の
理

解
○

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
マ

イ
ン

ド
を

活
用

し
た

教
育

相
談

の
理

解
と

実
践

〈
情

報
発

信
（
ﾒ
ﾃ

ﾞｨ
ｱ

）
の

活
用

方
法

を
知

る
〉

〈
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

方
法

を
考

え
る

〉
〈
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

方
法

を
発

信
す

る
〉

○
便

利
さ

と
危

険
性

の
理

解
○

W
eb

を
活

用
し

た
情

報
の

発
信

と
は

○
W

eb
を

活
用

し
た

情
報

の
発

信
と

活
用

○
便

利
さ

と
危

険
性

の
理

解
○

情
報

倫
理

の
周

知

F
2
-
Ⅰ

　
子

育
て

家
庭

の
支

援
Ｆ

2
-
Ⅱ

　
子

育
て

家
庭

の
支

援
Ｆ

2
-
Ⅲ

　
子

育
て

家
庭

の
支

援
〈
家

庭
を

支
援

す
る

必
要

性
の

理
解

〉
〈
支

援
が

必
要

な
家

庭
へ

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
〉

〈
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

活
用

し
た

支
援

を
検

討
〉

○
預

か
り

保
育

の
取

り
組

み
○

預
か

り
保

育
の

保
育

内
容

に
関

す
る

計
画

○
預

か
り

保
育

の
運

営
並

び
に

支
援

　
－

教
育

時
間

終
了

後
の

預
か

り
保

育
の

理
解

　
－

幼
稚

園
教

育
の

基
本

を
踏

ま
え

た
保

育
内

容
の

計
画

・
実

践
　

－
園

内
体

制
の

整
備

　
－

家
庭

と
の

緊
密

な
連

携
を

図
る

　
－

幼
児

の
生

活
が

豊
か

な
も

の
と

な
る

環
境

を
考

え
る

　
－

関
係

機
関

と
の

連
携

、
協

力
　

－
保

護
者

の
要

請
や

地
域

の
実

態
を

知
る

○
親

の
養

育
観

の
理

解
　

－
地

域
の

幼
児

期
の

教
育

の
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
役

割
○

子
ど

も
と

家
庭

の
変

容
○

家
庭

を
取

り
巻

く
社

会
環

境
の

理
解

○
子

育
ち

と
親

育
ち

へ
の

支
援

　
－

子
ど

も
の

育
ち

の
変

容
を

理
解

す
る

○
子

育
て

意
識

の
変

化
の

理
解

○
 ０

～
２

歳
児

の
家

庭
支

援
の

あ
り

方
　

－
子

育
て

の
変

容
を

理
解

す
る

○
子

育
て

の
負

担
感

や
不

安
感

へ
の

理
解

○
未

就
園

児
の

親
子

登
園

の
運

営
　

－
家

庭
/
家

族
の

変
容

を
知

る
○

子
育

ち
と

親
育

ち
へ

の
支

援
の

あ
り

方
を

学
ぶ

　
－

子
ど

も
の

変
容

と
家

族
の

変
容

の
関

連
を

理
解

す
る

○
未

就
園

児
の

親
子

登
園

の
現

状
を

知
る

○
子

ど
も

の
よ

さ
を

家
庭

と
共

有
す

る
○

子
ど

も
に

寄
り

添
う

対
応

〈
特

別
な

ニ
ー

ズ
を

持
つ

家
庭

を
知

る
〉

〈
特

別
な

ニ
ー

ズ
を

持
つ

家
庭

を
学

ぶ
〉

〈
特

別
な

ニ
ー

ズ
を

持
つ

家
庭

へ
の

支
援

〉
○

療
育

環
境

の
理

解
○

虐
待

へ
の

理
解

と
対

応
○

専
門

機
関

と
の

連
携

を
深

め
る

○
不

適
切

な
か

か
わ

り
・
虐

待
へ

の
理

解
と

早
期

発
見

○
D

V
の

理
解

と
対

応
○

虐
待

へ
の

理
解

と
対

応
○

D
V

（
ド

メ
ス

テ
ィ

ッ
ク

・
バ

イ
オ

レ
ン

ス
）
の

理
解

○
ひ

と
り

親
家

庭
へ

の
対

応
○

D
V

の
理

解
と

対
応

○
ひ

と
り

親
家

庭
へ

の
支

援
○

子
ど

も
の

貧
困

化
の

現
状

を
知

る
　

－
格

差
の

拡
大

－
○

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

対
応

と
支

援
○

子
ど

も
の

貧
困

に
つ

い
て

学
ぶ

○
子

ど
も

の
貧

困
へ

の
支

援
○

自
分

の
育

ち
（
被

養
育

体
験

）
を

振
り

返
る

F
3
-
Ⅰ

　
社

会
資

源
の

理
解

Ｆ
3
-
Ⅱ

　
社

会
資

源
を

知
る

Ｆ
3
-
Ⅲ

　
社

会
資

源
を

知
る

〈
身

近
な

社
会

資
源

を
知

る
〉

〈
専

門
機

関
と

の
交

流
を

深
め

る
〉

〈
専

門
機

関
と

の
連

携
〉

○
病

院
、

保
健

所
、

保
健

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

、
福

祉
事

務
所

、
図

書
館

、
子

ど
も

館
な

ど
○

児
童

相
談

所
、

療
育

セ
ン

タ
ー

、
保

健
セ

ン
タ

ー
と

の
交

流
○

児
童

相
談

所
、

療
育

セ
ン

タ
ー

、
保

健
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

つ
い

て
〈
専

門
機

関
と

の
交

流
の

意
義

を
知

る
〉

○
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

の
交

流
に

つ
い

て
○

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
役

割
と

連
携

に
つ

い
て

○
保

健
師

と
の

連
携

を
考

え
る

○
民

生
・
児

童
委

員
、

主
任

児
童

委
員

の
役

割
○

民
生

・
児

童
委

員
、

主
任

児
童

委
員

と
の

連
携

○
児

童
相

談
所

、
療

育
セ

ン
タ

ー
、

保
健

セ
ン

タ
ー

の
役

割
を

知
る

○
臨

床
心

理
士

（
ｶ
ｳ
ﾝ

ｾ
ﾗ
ｰ

）
と

の
意

見
交

換
○

子
育

て
サ

ー
ク

ル
の

支
援

を
行

う
○

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

役
割

と
利

用
方

法
○

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
の

役
割

を
担

う
〈
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

取
り

組
み

を
知

る
〉

〈
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

実
践

を
学

ぶ
〉

〈
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

運
営

〉
○

P
T

A
活

動
・
保

護
者

会
を

理
解

す
る

○
P
T

A
活

動
・
保

護
者

会
の

取
り

組
み

を
学

ぶ
○

P
T

A
活

動
・
保

護
者

会
を

運
営

す
る

○
地

域
住

民
の

思
い

や
ニ

ー
ズ

を
知

る
○

地
域

住
民

の
思

い
や

ニ
ー

ズ
を

共
有

す
る

○
地

域
住

民
の

思
い

や
ニ

ー
ズ

を
共

有
す

る
○

運
営

に
あ

た
っ

て
様

々
な

取
り

組
み

を
知

る
○

先
進

的
な

運
営

の
実

践
を

学
ぶ

○
支

援
者

と
園

の
課

題
や

目
指

す
幼

児
像

の
共

有
を

図
る

○
園

や
支

援
組

織
・
団

体
と

の
連

絡
調

整
を

学
ぶ

○
活

動
計

画
を

作
成

し
実

践
に

取
り

組
む

幼
稚

園
教

育
要

領
、

認
定

こ
ど

も
園

教
育

・
保

育
要

領
と

各
園

の
教

育
・
保

育
課

程

実
践

の
基

礎
と

な
る

知
識

な
ど

環
境

の
構

成

保
育

の
実

践

子
ど

も
の

育
ち

と
記

録
の

と
り

方
（
育

ち
の

理
解

）

子
ど

も
の

育
ち

と
記

録
の

と
り

方
（
育

ち
の

記
録

）

社
会

資
源

子
育

て
の

支
援

指
導

計
画

か
ら

保
育

の
立

案
へ

観
察

と
記

録

保
育

の
振

り
返

り
と

評
価

保
護

者
・
地

域
と

の
連

携

D 　 子 ど も 理 解 E 　 保 育 実 践 F 　 子 ど も が 育 つ 家 庭 や 地 域

特
別

支
援

教
育
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Ｈ
ｏ

ｐ
Ｓ

ｔｅ
ｐ

Ｊ
ｕ

ｍ
ｐ

D
1
-
Ⅰ

 育
ち

の
理

解
（
事

例
研

究
）

D
1
-
Ⅱ

 育
ち

の
理

解
（
事

例
研

究
）

D
1
-
Ⅲ

　
育

ち
の

理
解

（
事

例
研

究
）

○
胎

児
か

ら
誕

生
ま

で
の

育
ち

○
認

知
の

発
達

（
育

ち
の

節
目

の
理

解
）

○
園

の
教

育
・
保

育
理

論
の

確
立

（
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

）
○

誕
生

か
ら

就
学

ま
で

の
育

ち
○

協
同

的
学

び
の

展
開

　
子

ど
も

理
解

に
始

ま
る

保
育

・
教

育
○

身
近

な
大

人
と

の
関

係
の

中
で

の
育

ち
○

縦
割

り
保

育
、

異
年

齢
交

流
を

実
践

す
る

　
乳

児
期

の
保

育
と

幼
児

期
の

教
育

の
一

体
化

（
イ

ン
テ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

）
　

－
基

本
的

信
頼

感
、

愛
着

形
成

、
自

我
の

芽
生

え
、

自
己

主
張

○
目

に
見

え
な

い
内

面
や

心
情

の
理

解
（
非

認
知

的
能

力
の

育
ち

）
○

学
童

期
の

発
達

の
姿

（
ス

タ
ー

ト
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

理
解

）
○

自
己

肯
定

感
と

自
己

有
能

感
の

獲
得

○
同

僚
性

を
基

盤
と

し
た

チ
ー

ム
と

し
て

の
学

び
合

い
○

人
生

の
基

礎
を

培
う

乳
幼

児
期

○
子

ど
も

同
士

の
関

係
の

中
で

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
・
社

会
人

基
礎

力
・
批

判
的

思
考

力
　

－
自

己
発

揮
、

自
己

抑
制

、
自

律
の

獲
得

　
－

一
人

遊
び

～
集

団
遊

び
、

ご
っ

こ
遊

び
　

－
母

子
分

離
、

け
ん

か
、

協
同

す
る

経
験

D
2
-
Ⅰ

 育
ち

の
記

録
（
取

る
）

D
2
-
Ⅱ

 育
ち

の
記

録
（
利

用
す

る
）

D
2
-
Ⅲ

 育
ち

の
記

録
（
生

か
す

）
○

個
人

記
録

○
日

誌
か

ら
エ

ピ
ソ

ー
ド

へ
○

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
育

ち
の

検
証

と
記

録
が

で
き

る
○

保
育

日
誌

○
保

護
者

と
の

育
ち

の
共

有
○

園
内

研
修

（
ケ

ー
ス

会
議

）
を

企
画

す
る

○
様

々
な

記
録

（
エ

ピ
ソ

ー
ド

、
環

境
図

、
写

真
、

動
画

）
　

エ
ピ

ソ
ー

ド
、

ド
キ

ュ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
ポ

ー
ト
フ

ォ
リ

オ
　

※
写

真
等

の
活

用
　

－
子

ど
も

理
解

か
ら

始
ま

る
教

育
・
保

育
実

践
○

肯
定

的
視

点
に

よ
る

記
録

○
園

内
研

修
の

実
施

と
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

○
集

団
の

記
録

○
保

育
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

○
個

別
記

録
の

引
き

継
ぎ

○
研

修
の

目
的

を
達

成
す

る

D
3
-
Ⅰ

 特
別

支
援

教
育

の
理

解
D

3
-
Ⅱ

 特
別

支
援

教
育

の
保

育
実

践
D

3
-
Ⅲ

 特
別

支
援

教
育

の
環

境
整

備
○

特
別

支
援

と
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

○
園

内
の

連
携

、
家

庭
と

の
連

携
（
家

庭
支

援
）

○
ケ

ー
ス

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
○

様
々

な
障

が
い

の
基

礎
知

識
（
自

閉
症

ス
ペ

ク
ト
ラ

ム
、

合
理

的
配

慮
等

）
○

個
別

の
指

導
計

画
○

基
礎

的
環

境
整

備
○

特
別

支
援

教
育

の
実

践
基

礎
○

個
別

の
教

育
支

援
計

画
○

小
学

校
、

専
門

機
関

と
の

連
携

E
1
-
Ⅰ

　
自

園
の

教
育

・
保

育
課

程
E
1
-
Ⅱ

　
自

園
の

教
育

・
保

育
課

程
E
1
-
Ⅲ

　
自

園
の

教
育

・
保

育
課

程
○

教
育

・
保

育
課

程
が

目
指

す
理

念
の

理
解

○
教

育
・
保

育
課

程
が

目
指

す
理

念
の

理
解

と
共

有
○

自
園

の
教

育
理

念
の

明
確

化
○

教
育

・
保

育
課

程
を

生
か

し
た

指
導

計
画

の
作

成
○

教
育

・
保

育
課

程
を

生
か

し
た

指
導

計
画

の
検

証
と

、
保

育
現

場
に

お
け

る
○

教
育

要
領

、
教

育
・
保

育
要

領
な

ど
と

自
園

の
教

育
・
保

育
課

程
と

の
　

課
題

の
明

確
化

　
整

合
性

の
検

証
○

教
育

要
領

、
教

育
・
保

育
要

領
な

ど
と

自
園

の
教

育
・
保

育
課

程
と

の
○

誕
生

か
ら

小
学

校
以

降
ま

で
の

育
ち

を
見

通
し

た
教

育
・
保

育
課

程
の

　
関

連
性

の
理

解
　

編
成

、
解

説
、

共
有

、
見

直
し

○
幼

児
教

育
の

社
会

的
意

義
を

社
会

に
発

信
す

る
方

策
と

エ
ビ

デ
ン

ス

E
2
-
Ⅰ

　
実

践
の

た
め

の
知

識
E
2
-
Ⅱ

　
実

践
の

た
め

の
知

識
E
2
-
Ⅲ

　
実

践
の

た
め

の
知

識
〈
様

々
な

保
育

形
態

〉
〈
様

々
な

保
育

形
態

〉
〈
様

々
な

保
育

形
態

〉
○

異
年

齢
混

合
保

育
、

チ
ー

ム
保

育
、

預
か

り
保

育
な

ど
の

理
解

○
異

年
齢

混
合

保
育

、
チ

ー
ム

保
育

、
預

か
り

保
育

な
ど

へ
の

柔
軟

な
対

応
○

自
園

の
教

育
理

念
に

基
づ

く
保

育
形

態
の

選
択

○
保

育
形

態
へ

の
理

解
を

促
す

解
説

、
価

値
観

の
共

有
〈
個

と
集

団
〉

〈
個

と
集

団
〉

〈
個

と
集

団
〉

○
個

と
集

団
の

関
係

性
の

理
解

○
個

と
集

団
の

関
係

を
生

か
し

た
学

級
運

営
の

実
践

○
個

と
集

団
の

関
係

を
生

か
し

た
園

の
体

制
づ

く
り

〈
年

齢
に

応
じ

た
か

か
わ

り
〉

〈
年

齢
に

応
じ

た
か

か
わ

り
〉

〈
年

齢
に

応
じ

た
か

か
わ

り
〉

○
年

齢
や

発
達

に
応

じ
た

保
育

内
容

や
か

か
わ

り
を

理
解

す
る

○
年

齢
や

発
達

に
応

じ
た

保
育

内
容

や
か

か
わ

り
の

検
証

○
年

齢
や

発
達

に
応

じ
た

保
育

内
容

や
か

か
わ

り
を

、
○

年
齢

や
発

達
を

考
慮

し
た

学
級

運
営

の
基

礎
知

識
○

年
齢

や
発

達
を

考
慮

し
た

学
級

運
営

の
検

証
　

生
涯

の
育

ち
と

い
う

観
点

か
ら

検
証

〈
遊

び
の

知
識

と
理

解
〉

〈
遊

び
の

知
識

と
理

解
〉

〈
遊

び
の

知
識

と
理

解
〉

○
伝

承
遊

び
、

自
然

と
か

か
わ

る
遊

び
、

新
し

い
遊

び
○

遊
び

の
意

味
と

育
ち

へ
の

つ
な

が
り

○
遊

び
の

意
味

と
育

ち
へ

の
つ

な
が

り
の

解
説

と
共

有
○

自
然

発
生

的
な

遊
び

の
重

要
性

〈
教

材
の

知
識

と
理

解
、

作
成

〉
〈
教

材
の

知
識

と
理

解
、

作
成

〉
〈
教

材
の

知
識

と
理

解
、

作
成

〉
○

各
教

材
の

使
い

方
の

理
解

○
各

教
材

と
育

ち
へ

の
つ

な
が

り
の

理
解

○
各

教
材

と
育

ち
へ

の
つ

な
が

り
の

解
説

と
共

有
○

教
材

の
選

択
、

作
成

○
教

材
の

選
択

、
作

成
、

改
良

○
教

材
の

開
発

〈
発

達
や

学
び

の
連

続
性

の
保

障
〉

〈
発

達
や

学
び

の
連

続
性

の
保

障
〉

〈
発

達
や

学
び

の
連

続
性

の
保

障
〉

○
保

育
所

保
育

指
針

等
や

小
学

校
学

習
指

導
要

領
の

基
本

的
理

解
○

乳
児

期
の

保
育

や
小

学
校

以
降

の
学

習
へ

の
つ

な
が

り
を

意
識

し
た

保
育

○
乳

児
期

の
家

庭
支

援
や

小
学

校
以

降
の

学
習

と
の

連
続

性
を

意
識

し
た

基
礎

的
環

境
整

備

E
3
-
Ⅰ

　
計

画
の

立
案

E
3
-
Ⅱ

　
計

画
の

立
案

E
3
-
Ⅲ

　
計

画
の

立
案

〈
保

育
の

理
解

と
計

画
〉

〈
保

育
の

理
解

と
計

画
〉

〈
保

育
の

理
解

と
計

画
〉

○
心

情
、

意
欲

、
態

度
の

育
ち

の
基

本
○

心
情

、
意

欲
、

態
度

の
育

ち
を

意
識

し
た

実
践

○
遊

び
や

活
動

を
充

実
さ

せ
る

時
間

的
な

環
境

づ
く

り
○

環
境

を
通

し
て

の
保

育
の

基
本

○
環

境
を

通
し

て
の

保
育

の
実

践
○

現
場

で
生

き
る

指
導

計
画

や
保

育
案

の
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
作

成
○

遊
び

を
通

し
て

の
育

ち
と

学
び

の
基

本
○

遊
び

を
通

し
て

の
育

ち
と

学
び

の
実

践
○

指
導

計
画

の
存

在
と

大
切

さ
を

社
会

に
発

信
す

る
方

策
○

協
同

的
な

遊
び

と
学

び
の

基
本

○
協

同
的

な
遊

び
と

学
び

の
実

践
○

遊
び

や
活

動
を

充
実

さ
せ

る
時

間
設

定
の

工
夫

〈
保

育
案

等
の

作
成

〉
〈
保

育
案

等
の

作
成

〉
〈
保

育
案

等
の

作
成

〉
○

主
体

性
が

生
き

る
保

育
案

の
工

夫
○

実
践

に
生

き
る

保
育

案
の

あ
り

方
と

再
構

築
の

考
察

○
保

育
案

等
に

基
づ

く
保

育
者

の
指

導
○

行
事

の
意

義
の

理
解

○
行

事
の

立
案

○
行

事
の

立
案

と
再

構
築

○
特

別
支

援
教

育
に

お
け

る
個

別
指

導
の

理
解

、
計

画
の

作
成

○
特

別
支

援
教

育
を

充
実

さ
せ

る
個

別
指

導
計

画
の

あ
り

方
○

特
別

支
援

教
育

を
充

実
さ

せ
る

個
別

指
導

計
画

の
作

成
指

導
○

0
、

1
、

2
歳

児
に

お
け

る
個

別
指

導
の

理
解

、
計

画
の

作
成

○
0
、

1
、

2
歳

児
保

育
を

充
実

さ
せ

る
個

別
指

導
計

画
の

あ
り

方
○

0
、

1
、

2
歳

児
保

育
を

充
実

さ
せ

る
個

別
指

導
計

画
の

作
成

指
導

E
4
-
Ⅰ

　
環

境
の

構
成

E
4
-
Ⅱ

　
環

境
の

構
成

E
4
-
Ⅲ

　
環

境
の

構
成

○
環

境
構

成
の

重
要

さ
の

理
解

○
環

境
構

成
と

再
構

成
の

重
要

さ
の

理
解

○
環

境
の

構
成

と
再

構
成

を
進

め
や

す
い

基
盤

づ
く

り
○

自
然

環
境

、
飼

育
と

栽
培

、
人

工
的

な
教

材
等

の
基

本
的

な
知

識
と

理
解

○
自

然
環

境
、

飼
育

と
栽

培
、

人
工

的
な

教
材

等
の

構
成

と
応

用
○

環
境

と
保

育
者

、
子

ど
も

の
関

係
の

明
確

化
○

魅
力

的
な

環
境

づ
く

り
の

た
め

の
技

術
の

習
得

○
魅

力
的

な
環

境
づ

く
り

の
た

め
の

技
術

の
応

用
○

自
然

環
境

、
飼

育
と

栽
培

、
人

工
的

な
教

材
等

の
精

査
、

導
入

○
環

境
の

要
と

し
て

の
保

育
者

の
あ

り
方

○
環

境
の

要
と

し
て

の
保

育
者

の
あ

り
方

○
地

域
資

源
（
自

然
、

文
化

、
人

材
、

伝
承

行
事

等
）
の

活
用

に
つ

な
が

る
基

盤
づ

く
り

○
子

ど
も

と
共

に
環

境
を

つ
く

り
出

す
こ

と
の

意
義

○
子

ど
も

と
共

に
環

境
を

つ
く

り
出

す
方

策
○

環
境

づ
く

り
の

技
術

指
導

○
コ

ー
ナ

ー
保

育
な

ど
の

理
解

○
落

ち
着

け
る

環
境

の
理

解
と

創
出

○
地

域
資

源
（
自

然
、

文
化

、
人

材
、

伝
承

行
事

等
）
の

発
見

と
活

用
法

の
創

出

E
5
-
Ⅰ

　
指

導
、

援
助

、
見

守
り

等
の

実
践

E
5
-
Ⅱ

　
指

導
、

援
助

、
見

守
り

等
の

実
践

E
5
-
Ⅲ

　
指

導
、

援
助

、
見

守
り

等
の

実
践

○
子

ど
も

に
寄

り
添

う
共

感
的

な
対

応
○

指
導

、
援

助
、

見
守

り
等

の
適

切
な

使
い

分
け

○
安

心
し

て
実

践
を

進
め

ら
れ

る
基

盤
づ

く
り

○
子

ど
も

に
対

し
て

使
う

言
葉

の
精

査
と

非
言

語
の

表
現

○
子

ど
も

に
対

し
て

使
う

言
葉

や
非

言
語

の
表

現
の

適
切

な
使

い
分

け
○

保
育

技
術

や
実

践
内

容
の

取
り

入
れ

や
検

証
を

す
る

仕
組

み
づ

く
り

　
（
表

情
、

ま
な

ざ
し

、
身

体
表

現
等

）
の

理
解

○
質

の
高

い
保

育
技

術
、

実
践

内
容

の
精

査
、

継
承

○
保

育
技

術
や

遊
び

が
継

承
し

て
い

く
仕

組
み

づ
く

り
○

具
体

的
な

保
育

技
術

、
実

践
内

容
の

習
得

○
手

段
と

し
て

の
保

育
の

継
承

○
園

独
自

の
文

化
の

創
造

と
精

査
、

継
承

し
て

い
く

た
め

の
方

策
と

風
土

づ
く

り
○

手
段

と
し

て
の

保
育

の
理

解
　

子
ど

も
の

育
ち

に
生

き
る

遊
び

の
伝

承
と

創
造

　
遊

び
の

伝
承

と
創

造
の

実
践

　
子

ど
も

の
主

体
性

を
伸

ば
す

実
践

の
あ

り
方

　
子

ど
も

の
主

体
性

の
尊

重
　

子
ど

も
一

人
一

人
へ

の
適

切
な

対
応

　
子

ど
も

一
人

一
人

の
違

い
の

理
解

　
一

人
一

人
を

生
か

す
集

団
保

育
の

あ
り

方
　

個
と

集
団

の
関

係
を

意
識

し
た

実
践

○
園

独
自

の
文

化
の

理
解

と
継

承

E
6
-
Ⅰ

　
記

録
E
6
-
Ⅱ

　
記

録
E
6
-
Ⅲ

　
記

録
〈
観

察
の

視
点

〉
〈
観

察
の

視
点

〉
〈
観

察
の

視
点

〉
○

様
々

な
観

察
の

視
点

の
理

解
と

思
考

○
観

察
の

視
点

の
適

切
な

使
い

分
け

○
観

察
の

視
点

に
つ

い
て

の
指

導
〈
記

録
方

法
〉

〈
記

録
方

法
〉

〈
記

録
方

法
〉

○
様

々
な

記
録

方
法

の
理

解
○

よ
り

よ
い

記
録

方
法

の
工

夫
○

よ
り

よ
い

記
録

方
法

の
作

成
、

見
直

し
　

個
人

の
記

録
と

集
団

の
記

録
　

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

録
、

記
述

な
ど

〈
記

録
の

整
理

と
活

用
〉

〈
記

録
の

整
理

と
活

用
〉

〈
記

録
の

整
理

と
活

用
〉

○
記

録
の

整
理

の
理

解
と

思
考

○
記

録
の

整
理

に
よ

る
共

有
と

活
用

○
記

録
の

共
有

と
活

用
の

仕
組

み
づ

く
り

E
7
-
Ⅰ

　
実

践
の

評
価

E
7
-
Ⅱ

　
実

践
の

評
価

E
7
-
Ⅲ

　
実

践
の

評
価

○
評

価
の

意
義

の
理

解
○

評
価

方
法

の
精

査
と

園
内

で
の

評
価

結
果

の
共

有
○

評
価

結
果

に
基

づ
く

社
会

へ
の

発
信

　
自

分
の

実
践

を
客

観
的

に
振

り
返

り
、

課
題

を
発

見
す

る
手

段
と

し
て

○
保

育
者

間
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

あ
り

方
○

情
報

共
有

が
で

き
る

同
僚

性
の

豊
か

な
保

育
者

集
団

の
醸

成
○

保
育

者
間

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
意

義
○

園
の

課
題

の
発

見
と

園
内

で
の

共
有

○
社

会
の

課
題

の
発

見
と

共
有

○
計

画
、

実
践

へ
の

反
映

の
理

解
と

思
考

○
計

画
、

実
践

へ
の

適
切

な
反

映
○

計
画

、
実

践
に

反
映

で
き

る
仕

組
み

づ
く

り

F
1
-
Ⅰ

　
連

携
の

視
点

F
1
-
Ⅱ

　
連

携
の

視
点

F
1
-
Ⅲ

　
連

携
の

視
点

〈
保

・
幼

・
小

の
連

携
を

学
ぶ

〉
〈
保

・
幼

・
小

の
連

携
を

理
解

す
る

〉
〈
保

・
幼

・
小

の
連

携
へ

の
理

解
と

実
践

〉
○

幼
児

と
児

童
の

交
流

を
知

る
○

幼
児

と
児

童
の

交
流

の
企

画
○

接
続

を
見

通
し

た
交

流
の

企
画

・
運

営
○

保
・
幼

・
小

の
教

職
員

同
士

の
交

流
を

知
る

○
保

・
幼

・
小

の
教

職
員

同
士

の
交

流
を

企
画

○
保

・
幼

・
小

の
発

達
や

学
び

の
連

続
性

を
踏

ま
え

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

編
成

○
小

学
校

の
ス

タ
ー

ト
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

学
ぶ

○
接

続
を

見
通

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
理

解
す

る
〈
保

護
者

と
の

連
携

が
で

き
る

〉
〈
保

護
者

と
の

連
携

に
努

め
る

〉
〈
保

護
者

と
の

連
携

を
深

め
る

〉
○

連
絡

帳
の

活
用

方
法

○
保

護
者

啓
発

の
た

め
の

連
絡

帳
○

保
護

者
と

の
懇

談
会

等
の

運
営

を
企

画
す

る
○

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

の
方

法
を

学
ぶ

○
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
高

め
る

○
活

動
情

報
誌

の
作

成
と

活
用

方
法

○
保

護
者

と
の

懇
談

会
等

の
あ

り
方

を
学

ぶ
○

保
護

者
と

の
懇

談
会

等
の

運
営

を
学

ぶ
○

保
護

者
同

士
の

交
流

の
場

の
提

供
○

活
動

情
報

誌
の

作
成

と
活

用
方

法
○

教
育

方
針

、
内

容
理

解
の

た
め

の
啓

発
手

法
〈
教

育
相

談
の

方
法

と
実

践
を

知
る

〉
〈
教

育
相

談
の

方
法

と
実

践
を

学
ぶ

〉
〈
教

育
相

談
の

方
法

と
実

践
を

工
夫

す
る

〉
○

教
育

相
談

の
基

本
的

姿
勢

○
教

育
相

談
、

個
別

面
談

の
実

践
○

教
育

相
談

の
生

か
し

方
○

個
別

面
談

の
基

本
的

技
法

○
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

マ
イ

ン
ド

を
活

用
し

た
教

育
相

談
の

理
解

と
実

践
○

個
別

面
談

の
生

か
し

方
○

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
マ

イ
ン

ド
を

活
用

し
た

教
育

相
談

の
理

解
○

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
マ

イ
ン

ド
を

活
用

し
た

教
育

相
談

の
理

解
と

実
践

〈
情

報
発

信
（
ﾒ
ﾃ

ﾞｨ
ｱ

）
の

活
用

方
法

を
知

る
〉

〈
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

方
法

を
考

え
る

〉
〈
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

方
法

を
発

信
す

る
〉

○
便

利
さ

と
危

険
性

の
理

解
○

W
eb

を
活

用
し

た
情

報
の

発
信

と
は

○
W

eb
を

活
用

し
た

情
報

の
発

信
と

活
用

○
便

利
さ

と
危

険
性

の
理

解
○

情
報

倫
理

の
周

知

F
2
-
Ⅰ

　
子

育
て

家
庭

の
支

援
Ｆ

2
-
Ⅱ

　
子

育
て

家
庭

の
支

援
Ｆ

2
-
Ⅲ

　
子

育
て

家
庭

の
支

援
〈
家

庭
を

支
援

す
る

必
要

性
の

理
解

〉
〈
支

援
が

必
要

な
家

庭
へ

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
〉

〈
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

活
用

し
た

支
援

を
検

討
〉

○
預

か
り

保
育

の
取

り
組

み
○

預
か

り
保

育
の

保
育

内
容

に
関

す
る

計
画

○
預

か
り

保
育

の
運

営
並

び
に

支
援

　
－

教
育

時
間

終
了

後
の

預
か

り
保

育
の

理
解

　
－

幼
稚

園
教

育
の

基
本

を
踏

ま
え

た
保

育
内

容
の

計
画

・
実

践
　

－
園

内
体

制
の

整
備

　
－

家
庭

と
の

緊
密

な
連

携
を

図
る

　
－

幼
児

の
生

活
が

豊
か

な
も

の
と

な
る

環
境

を
考

え
る

　
－

関
係

機
関

と
の

連
携

、
協

力
　

－
保

護
者

の
要

請
や

地
域

の
実

態
を

知
る

○
親

の
養

育
観

の
理

解
　

－
地

域
の

幼
児

期
の

教
育

の
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
役

割
○

子
ど

も
と

家
庭

の
変

容
○

家
庭

を
取

り
巻

く
社

会
環

境
の

理
解

○
子

育
ち

と
親

育
ち

へ
の

支
援

　
－

子
ど

も
の

育
ち

の
変

容
を

理
解

す
る

○
子

育
て

意
識

の
変

化
の

理
解

○
 ０

～
２

歳
児

の
家

庭
支

援
の

あ
り

方
　

－
子

育
て

の
変

容
を

理
解

す
る

○
子

育
て

の
負

担
感

や
不

安
感

へ
の

理
解

○
未

就
園

児
の

親
子

登
園

の
運

営
　

－
家

庭
/
家

族
の

変
容

を
知

る
○

子
育

ち
と

親
育

ち
へ

の
支

援
の

あ
り

方
を

学
ぶ

　
－

子
ど

も
の

変
容

と
家

族
の

変
容

の
関

連
を

理
解

す
る

○
未

就
園

児
の

親
子

登
園

の
現

状
を

知
る

○
子

ど
も

の
よ

さ
を

家
庭

と
共

有
す

る
○

子
ど

も
に

寄
り

添
う

対
応

〈
特

別
な

ニ
ー

ズ
を

持
つ

家
庭

を
知

る
〉

〈
特

別
な

ニ
ー

ズ
を

持
つ

家
庭

を
学

ぶ
〉

〈
特

別
な

ニ
ー

ズ
を

持
つ

家
庭

へ
の

支
援

〉
○

療
育

環
境

の
理

解
○

虐
待

へ
の

理
解

と
対

応
○

専
門

機
関

と
の

連
携

を
深

め
る

○
不

適
切

な
か

か
わ

り
・
虐

待
へ

の
理

解
と

早
期

発
見

○
D

V
の

理
解

と
対

応
○

虐
待

へ
の

理
解

と
対

応
○

D
V

（
ド

メ
ス

テ
ィ

ッ
ク

・
バ

イ
オ

レ
ン

ス
）
の

理
解

○
ひ

と
り

親
家

庭
へ

の
対

応
○

D
V

の
理

解
と

対
応

○
ひ

と
り

親
家

庭
へ

の
支

援
○

子
ど

も
の

貧
困

化
の

現
状

を
知

る
　

－
格

差
の

拡
大

－
○

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

対
応

と
支

援
○

子
ど

も
の

貧
困

に
つ

い
て

学
ぶ

○
子

ど
も

の
貧

困
へ

の
支

援
○

自
分

の
育

ち
（
被

養
育

体
験

）
を

振
り

返
る

F
3
-
Ⅰ

　
社

会
資

源
の

理
解

Ｆ
3
-
Ⅱ

　
社

会
資

源
を

知
る

Ｆ
3
-
Ⅲ

　
社

会
資

源
を

知
る

〈
身

近
な

社
会

資
源

を
知

る
〉

〈
専

門
機

関
と

の
交

流
を

深
め

る
〉

〈
専

門
機

関
と

の
連

携
〉

○
病

院
、

保
健

所
、

保
健

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

、
福

祉
事

務
所

、
図

書
館

、
子

ど
も

館
な

ど
○

児
童

相
談

所
、

療
育

セ
ン

タ
ー

、
保

健
セ

ン
タ

ー
と

の
交

流
○

児
童

相
談

所
、

療
育

セ
ン

タ
ー

、
保

健
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

つ
い

て
〈
専

門
機

関
と

の
交

流
の

意
義

を
知

る
〉

○
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

の
交

流
に

つ
い

て
○

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
役

割
と

連
携

に
つ

い
て

○
保

健
師

と
の

連
携

を
考

え
る

○
民

生
・
児

童
委

員
、

主
任

児
童

委
員

の
役

割
○

民
生

・
児

童
委

員
、

主
任

児
童

委
員

と
の

連
携

○
児

童
相

談
所

、
療

育
セ

ン
タ

ー
、

保
健

セ
ン

タ
ー

の
役

割
を

知
る

○
臨

床
心

理
士

（
ｶ
ｳ
ﾝ

ｾ
ﾗ
ｰ

）
と

の
意

見
交

換
○

子
育

て
サ

ー
ク

ル
の

支
援

を
行

う
○

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

役
割

と
利

用
方

法
○

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
の

役
割

を
担

う
〈
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

取
り

組
み

を
知

る
〉

〈
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

実
践

を
学

ぶ
〉

〈
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

運
営

〉
○

P
T

A
活

動
・
保

護
者

会
を

理
解

す
る

○
P
T

A
活

動
・
保

護
者

会
の

取
り

組
み

を
学

ぶ
○

P
T

A
活

動
・
保

護
者

会
を

運
営

す
る

○
地

域
住

民
の

思
い

や
ニ

ー
ズ

を
知

る
○

地
域

住
民

の
思

い
や

ニ
ー

ズ
を

共
有

す
る

○
地

域
住

民
の

思
い

や
ニ

ー
ズ

を
共

有
す

る
○

運
営

に
あ

た
っ

て
様

々
な

取
り

組
み

を
知

る
○

先
進

的
な

運
営

の
実

践
を

学
ぶ

○
支

援
者

と
園

の
課

題
や

目
指

す
幼

児
像

の
共

有
を

図
る

○
園

や
支

援
組

織
・
団

体
と

の
連

絡
調

整
を

学
ぶ

○
活

動
計

画
を

作
成

し
実

践
に

取
り

組
む

幼
稚

園
教

育
要

領
、

認
定

こ
ど

も
園

教
育

・
保

育
要

領
と

各
園

の
教

育
・
保

育
課

程

実
践

の
基

礎
と

な
る

知
識

な
ど

環
境

の
構

成

保
育

の
実

践

子
ど

も
の

育
ち

と
記

録
の

と
り

方
（
育

ち
の

理
解

）

子
ど

も
の

育
ち

と
記

録
の

と
り

方
（
育

ち
の

記
録

）

社
会

資
源

子
育

て
の

支
援

指
導

計
画

か
ら

保
育

の
立

案
へ

観
察

と
記

録

保
育

の
振

り
返

り
と

評
価

保
護

者
・
地

域
と

の
連

携

D 　 子 ど も 理 解 E 　 保 育 実 践 F 　 子 ど も が 育 つ 家 庭 や 地 域

特
別

支
援

教
育
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 事 務 連 絡 

                                            平 成 30 年 12 月 5 日 

 
各都道府県 
 子ども・子育て支援新制度担当部局 御中 
 

 内閣府子ども・子育て本部参事官（子ども・子育て支援担当） 
内閣府子ども・子育て本部参事官（認定こども園担当） 
文部科学省初等中等教育局幼児教育課 
厚 生 労 働 省 子 ど も 家 庭 局 保 育 課 

 
 

処遇改善等加算Ⅱの研修要件について 
 
 

平素より子ども・子育て支援施策の推進に御尽力いただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、子ども・子育て支援新制度の施設型給付費等（私立保育所に対する委託費及び地域型

保育給付を含む。）に係る処遇改善等加算Ⅱ（以下「加算Ⅱ」という。）の取得要件となる研修

（2022 年度を目途に必須化を目指す。）については、これまで各施設・事業所類型ごとに実施

方針を順次お示しし、各実施方針をまとめて周知してこなかったことから、必ずしも全ての

自治体において正確な周知が進んでいない状況にあります。そのため、改めて各施設・事業所

類型ごとの実施方針の内容について、まとめて別紙のとおり送付いたしますので、正式な加

算要件の通知を発出するまでの間、各都道府県におかれては、これらを踏まえた運用をお願

いします。 

なお、幼稚園に係る実施方針については、その後の検討により、時間数や研修分野の取扱い

について、以前お示ししたものから変更を行っておりますので、改めて御確認の上、別紙１に

基づく運用をお願いします。 

また、特に認定こども園が加算Ⅱを取得する場合には、幼稚園職員向けの研修スキーム（別

紙１）と「保育士等キャリアアップ研修」（別紙２）のいずれも対象とするものであり、認定

こども園に係る実施方針についても、この取扱いをより明確にするとともに、幼稚園の変更

と整合させるため、以前お示ししたものから変更を行っております（別紙３）。 

各都道府県におかれては、各認定こども園の職員が現在及び将来にわたる職務内容に応じ

て関連する内容を幅広く受講することができるよう、改めて適切な運用をお願いします。 

なお、別紙の方針を包括した正式な加算要件を定める通知については、本年度内のなるべ

く早い時期に発出する予定ですので、御留意いただきますようお願いします。 

各都道府県におかれては、上記内容をご了知の上、貴管内の市区町村、事業者等への周知を

お願いします。 

 

参考資料
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 事 務 連 絡 

                                            平 成 30 年 12 月 5 日 

 
各都道府県 
 子ども・子育て支援新制度担当部局 御中 
 

 内閣府子ども・子育て本部参事官（子ども・子育て支援担当） 
内閣府子ども・子育て本部参事官（認定こども園担当） 
文部科学省初等中等教育局幼児教育課 
厚 生 労 働 省 子 ど も 家 庭 局 保 育 課 

 
 

処遇改善等加算Ⅱの研修要件について 
 
 

平素より子ども・子育て支援施策の推進に御尽力いただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、子ども・子育て支援新制度の施設型給付費等（私立保育所に対する委託費及び地域型

保育給付を含む。）に係る処遇改善等加算Ⅱ（以下「加算Ⅱ」という。）の取得要件となる研修

（2022 年度を目途に必須化を目指す。）については、これまで各施設・事業所類型ごとに実施

方針を順次お示しし、各実施方針をまとめて周知してこなかったことから、必ずしも全ての

自治体において正確な周知が進んでいない状況にあります。そのため、改めて各施設・事業所

類型ごとの実施方針の内容について、まとめて別紙のとおり送付いたしますので、正式な加

算要件の通知を発出するまでの間、各都道府県におかれては、これらを踏まえた運用をお願

いします。 

なお、幼稚園に係る実施方針については、その後の検討により、時間数や研修分野の取扱い

について、以前お示ししたものから変更を行っておりますので、改めて御確認の上、別紙１に

基づく運用をお願いします。 

また、特に認定こども園が加算Ⅱを取得する場合には、幼稚園職員向けの研修スキーム（別

紙１）と「保育士等キャリアアップ研修」（別紙２）のいずれも対象とするものであり、認定

こども園に係る実施方針についても、この取扱いをより明確にするとともに、幼稚園の変更

と整合させるため、以前お示ししたものから変更を行っております（別紙３）。 

各都道府県におかれては、各認定こども園の職員が現在及び将来にわたる職務内容に応じ

て関連する内容を幅広く受講することができるよう、改めて適切な運用をお願いします。 

なお、別紙の方針を包括した正式な加算要件を定める通知については、本年度内のなるべ

く早い時期に発出する予定ですので、御留意いただきますようお願いします。 

各都道府県におかれては、上記内容をご了知の上、貴管内の市区町村、事業者等への周知を

お願いします。 

 

処遇改善等加算Ⅱに係る研修スキーム（幼稚園職員向け） 

 

１．実施主体 

 ① 都道府県・市区町村 

 ② 幼稚園関係団体 

 ③ 大学等（大学、指定教員養成機関、その他免許状更新講習・免許法認定講習開設者等） 

 ④ その他都道府県が適当と認める者 

（※）園内で実施する研修についても、学識経験者、幼稚園担当指導主事や地方公共団体

が委嘱する幼児教育アドバイザーなど、幼児教育に関する専門的知識又は技能を有す

る園外の者の訪問支援を活用して実施する場合など一定の要件の下、認める予定 

 

２．研修内容 

○ 幼稚園職員に対する研修は、これまでも様々な主体により多種多様な研修が提供され

てきた実績があることから、原則としては１．に示した実施主体が実施する研修であっ

て、幼稚園教育要領を踏まえて教育の質を高めるための知識・技能の向上を目的とした

ものを幅広く認める予定であり、都道府県が個別の研修についてあらかじめ認定等を行

うことは不要。 

○ １．に示した実施主体が実施する研修が幅広く対象となることから、例えば、下記の

ような各種研修も対象となる予定（※）。 

 経験年数に着目した研修（例：３年目研修、５年目研修、１０年目研修など） 

 園内での役割に着目した研修（例：主任研修、リーダー教員研修など） 

 広く一般教員を対象とした公募型の研修 

 免許状更新講習 

 免許法認定講習（一種免許状への上進を行う場合など） 

 保育士等キャリアアップ研修（｢保育士等キャリアアップ研修の実施について｣（雇児

保発 0401 第１号 平成 29 年４月１日付厚生労働省雇用均等・児童家庭局保育課長通

知）に基づき実施される研修をいう。） 

 （※）上記の記載のとおり､各種研修を対象とする予定であるため､都道府県の判断で特

定の類型の研修のみの受講を求めることのないよう留意すること｡ 

○ 一方、「中核リーダー」については、将来的に園長・副園長・教頭等として園の管理・

経営に携わることも考えられることから、一定時間のマネジメント分野に関する研修

（※）の受講を必須とする予定。 

 （※）カリキュラムマネジメント、組織マネジメント、他機関との連携、リーダーシッ

プ、人材育成・研修、働きやすい環境作りなど、自園の円滑な運営と教育・保育の質

を高めるために必要なマネジメント・リーダーシップの能力を身につけるために必要

な研修をいう 

 

別紙１ 

参考資料
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３．所要時間数 

 所要時間については以下のとおりとする予定。 

○ 「中核リーダー」及び「専門リーダー」については合計６０時間以上（「中核リーダー」

については、マネジメント分野に関する研修を１５時間以上含む） 

○ 「若手リーダー」については合計１５時間以上 

 

４．研修受講歴の管理・確認 

○ 研修の受講歴については、「研修ハンドブック」（（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研

究機構／監修）等により私立幼稚園職員個人が管理することを基本とする予定。 

○ 処遇改善の要件確認に当たっては、①まず各職員において、研修を修了した際には研

修修了の証明を受領して保管（「研修ハンドブック」のスタンプ履歴でも可）し、②各園

において、職員の保有する研修履歴を基に、該当職員の受講した研修の実施主体・名称・

主な内容・開催年月日（時間数）等を簡潔に記載した様式を作成して市町村に提出し、

③市町村において確認監査等の機会に必要に応じて様式の記載内容の根拠を確認すると

いった流れで行うことを想定。 
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３．所要時間数 

 所要時間については以下のとおりとする予定。 

○ 「中核リーダー」及び「専門リーダー」については合計６０時間以上（「中核リーダー」

については、マネジメント分野に関する研修を１５時間以上含む） 

○ 「若手リーダー」については合計１５時間以上 

 

４．研修受講歴の管理・確認 

○ 研修の受講歴については、「研修ハンドブック」（（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研

究機構／監修）等により私立幼稚園職員個人が管理することを基本とする予定。 

○ 処遇改善の要件確認に当たっては、①まず各職員において、研修を修了した際には研

修修了の証明を受領して保管（「研修ハンドブック」のスタンプ履歴でも可）し、②各園

において、職員の保有する研修履歴を基に、該当職員の受講した研修の実施主体・名称・

主な内容・開催年月日（時間数）等を簡潔に記載した様式を作成して市町村に提出し、

③市町村において確認監査等の機会に必要に応じて様式の記載内容の根拠を確認すると

いった流れで行うことを想定。 

 

別紙２参考資料
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認定こども園に係る処遇改善Ⅱの研修の取扱いについて 
 

 

１．実施主体 

 ① 都道府県・市区町村 

 ② 認定こども園関係団体・幼稚園関係団体 

 ③ 大学等（大学、指定教員養成機関、その他免許状更新講習・免許法認定講習開設者等） 

 ④ その他都道府県が適当と認める者 

（※）園内で実施する研修についても、学識経験者、幼児教育担当指導主事や地方公共団

体が委嘱する幼児教育アドバイザーなど、乳幼児期における教育及び保育に関する専

門的知識又は技能を有する園外の者の訪問支援を活用して実施する場合など一定の要

件の下、認める予定。 

 

２．研修内容 

○ 認定こども園職員の研修は、これまでも様々な主体により多種多様な研修が提供され

てきた実績があることから、原則としては１．に示した実施主体が実施する研修であっ

て、幼保連携型認定こども園教育・保育要領､幼稚園教育要領及び保育所保育指針を踏ま

えた教育及び保育の質を高めるための知識・技能の向上を目的としたものを幅広く認め

る予定であり、都道府県が個別の研修についてあらかじめ認定等を行うことは不要。 

○ １．に示した実施主体が実施する研修が幅広く対象となることから、例えば、下記の

ような各種研修も対象となる予定（※）。 

  ・  保育士等キャリアアップ研修（「保育士等キャリアアップ研修の実施について」（雇  

    児保発 0401 第１号平成 29 年４月１日付厚生労働省雇用均等・児童家庭局保育課長通 

    知）に基づき実施される研修をいう｡） 

  ・  経験年数に着目した研修（例：３年目研修、５年目研修、１０年目研修など） 

  ・  園内での役割に着目した研修（例：主任研修、リーダー保育教諭研修など） 

  ・  広く一般教員を対象とした公募型の研修 

  ・  免許状更新講習 

  ・  免許法認定講習（例：一種免許状への上進を行う場合など） 

 （※）上記の記載のとおり､各種研修を対象とする予定であるため､都道府県の判断で特

定の類型の研修のみの受講を求めることのないよう留意すること｡ 

○ 一方、「副主幹保育教諭」（これに相当する職員を含む｡以下同じ｡）については、将来

的に園長・副園長・教頭等として園の管理・経営に携わることも考えられることから、

一定時間のマネジメント分野に関する研修（※）の受講を必須とする予定。 

 （※）カリキュラムマネジメント、組織マネジメント、他機関との連携、リーダーシッ 

      プ、人材育成・研修、働きやすい環境作りなど、自園の円滑な運営と教育・保育の 

      質を高めるために必要なマネジメント・リーダーシップの能力を身につけるために 

      必要な研修をいう。 

別紙３ 

参考資料
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〇  各職員が現在及び将来の職務内容（就く可能性のある場合を含む｡）に関連する内容の 

  研修を受講することとなるよう､各園で適切な配慮を行うことが望まれる｡ 

     （注） 現在、満３歳未満の園児の保育にのみ従事する職員など､１号認定の園児の 

     み､あるいは２･３号認定の園児のみ担当する職員についても､人事のローテー 

     ションで１号と２・３号の双方を担当する可能性があるため､例えば以下のよう 

     な対応をとることが望ましい｡ 

            ・  ３号認定の園児の保育を行う施設において「副主幹保育教諭」及び「専 

              門リーダー」になる場合､必要に応じて「乳児保育」の分野の研修を受講す 

              ること｡ 

 

３．所要時間数 

 所要時間については以下のとおりとする予定。 

○ 「副主幹保育教諭」及び「専門リーダー」については合計６０時間以上（「副主幹保育

教諭」については、マネジメント分野に関する研修を１５時間以上含む｡） 

○ 「職務分野別リーダー」及び「若手リーダー」については合計１５時間以上 

 

４．研修受講歴の管理 

○ 研修の受講歴については、認定こども園職員個人が管理することを基本とする予定｡ 

 

 



〇  各職員が現在及び将来の職務内容（就く可能性のある場合を含む｡）に関連する内容の 

  研修を受講することとなるよう､各園で適切な配慮を行うことが望まれる｡ 

     （注） 現在、満３歳未満の園児の保育にのみ従事する職員など､１号認定の園児の 

     み､あるいは２･３号認定の園児のみ担当する職員についても､人事のローテー 

     ションで１号と２・３号の双方を担当する可能性があるため､例えば以下のよう 

     な対応をとることが望ましい｡ 

            ・  ３号認定の園児の保育を行う施設において「副主幹保育教諭」及び「専 

              門リーダー」になる場合､必要に応じて「乳児保育」の分野の研修を受講す 

              ること｡ 

 

３．所要時間数 

 所要時間については以下のとおりとする予定。 

○ 「副主幹保育教諭」及び「専門リーダー」については合計６０時間以上（「副主幹保育

教諭」については、マネジメント分野に関する研修を１５時間以上含む｡） 

○ 「職務分野別リーダー」及び「若手リーダー」については合計１５時間以上 

 

４．研修受講歴の管理 

○ 研修の受講歴については、認定こども園職員個人が管理することを基本とする予定｡ 
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